
ア
人
・
シ
ベ

リ
さ
ん
・

「
パ
ニ
フ
ィ

チ
ョ
」
は
日

本
で
初
め
て

の
イ
タ
リ
ア

人
に
よ
る
パ

ン
屋
さ
ん
だ

そ
う
だ
。

こ
こ
で
は

イ
タ
リ
ア
の

伝
統
的
な
お

菓
子
が
並
ぶ
。

代
表
的
な
焼

き
菓
子
「
カ

ン
ト
ゥ
ッ
チ
」

（
４
２
０
円
）
、

１０盃神■
･’０戸イ

：リミｉ
ｉｉ淵チ
１本シ
無１通べ
休７３リ
４１
２３

７１
２３

1１１１

イ
タ
リ
ア
伝
統
の
お
菓
子

シ
ベ
リ
さ
ん
の

イ
ド
ル
チ
シ
ペ
リ

「
一
口
○
一
○
一
の
一
く
の
一
一
一
」

ト
ア
ロ
ー
ド
山
手
に
で
き
た

お
菓
子
屋
さ
ん
。
グ
リ
ー
ン
の

か
わ
い
い
お
店
な
の
で
、
気
に

ぴ
っ
と
。
い
ん

木
い
ち
ご
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の

果
物
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ま
ぜ

て
作
っ
た
「
ス
プ
レ
ッ
ド
」
は
、

パ
ン
や
ス
コ
ー
ン
に
つ
け
た
り
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
か
け
て
食
べ
た

り
す
る
も
の
。
珍
し
い
。
冬
は

な
っ
て
い
た
人
も
多
い
の
で
は
ｃ

摂
津
本
山
に
あ
る
パ
ン
エ
房

「
パ
ニ
フ
ィ
チ
ョ
・
シ
ベ
リ
」

の
お
菓
子
工
房
が
独
立
し
て
で

き
た
も
の
で
、
店
名
は
「
シ
ベ

リ
さ
ん
の
お
菓
子
た
ち
」
と
い

う
意
味
。
オ
ー
ナ
ー
は
イ
タ
リ

オーナーのシベリさんを囲んでスタッフのみなさん

デコレーションも楽しい焼き菓子

イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト
。
果

汁
１
０
０
％
の
フ
ル
ー
ツ
と
、

郡
六
甲
の
水
で
作
っ
た
さ
わ
や
か

く唯
な
味
。
パ
イ
ン
、
ア
プ
リ
コ
ッ

カ癖
卜
、
青
り
ん
ご
（
３
１
５
円
～
）

雑
な
ど
、
北
野
の
坂
道
で
疲
れ
た

店
ら
、
喉
を
潤
し
て
ほ
し
い
。

し乱
穂
鐸
年
牛
山
の
「
パ
ニ
フ
ィ
チ
ョ
」

机
で
志
ｒ
△
羽
た
っ
た
「
フ
ァ
ゴ
テ
ィ
ー

ヵ
一
一
・
ハ
イ
シ
ュ
ー
」
（
１
８
９
口
岸
）

は
、
パ
イ
シ
ュ
ー
の
元
祖
で
、

シ
ュ
ー
生
地
を
パ
イ
で
包
み
、

オ
レ
ン
ジ
風
味
の
カ
ス
タ
ー
ド

が
た
っ
ぷ
り
。
パ
ン
エ
一
房
か
ら

毎
日
２
回
届
叶
冨
わ
れ
る
で
き
た

て
の
パ
ン
や
、
自
家
製
ポ
ロ
ー

ニ
ャ
ハ
ム
の
サ
ン
ド
（
３
６
８

かわいらしいスイーツたち

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓
子
が
た

く
さ
ん
出
て
く
る
と
か
。
夏
は

円
）
な
ど
も
。

店
先
に
は
オ
リ
ー
ブ
の
木
な

ど
緑
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
グ
リ
ー

ン
の
壁
が
印
象
的
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
田
舎
風
の
あ
た
た
か
み
の

あ
る
お
店
を
、
と
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
お
菓
子

は
、
宅
急
便
、
ク
ー
ル
便
に
よ

る
全
国
発
送
も
受
け
付
け
て
い

る
の
で
、
神
戸
に
あ
る
イ
タ
リ

ア
の
味
を
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も

い
か
が
で
し
ょ
う
。
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■
ロ
ル
カ

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
１
１
３
１
３

冠
０
９
０
１
８
１
４
１
‐
９
８
５
０

打
》
釦
～
翌
１
“
叩

（
日
祝
日
慨
”
釦
～
翌
１
“
、
）

水
曜
休

鯉 堪！国
シャンソン歌手・西脇葉子さんが
ご紹介の「ロルカ」

０宙。 中
４
５
０
円
、
酎
ハ
イ
３
５
０

円
、
日
本
酒
４
０
０
円
、
特
選

焼
酎
も
あ
り
。
あ
ま
り
長
居
せ

ず
に
ぱ
っ
と
飲
ん
で
帰
り
ま
し
よ

》
フ
０

東
門
筋
か
ら
少
し
西
へ
入
っ

た
路
地
に
あ
る
お
店
。
黄
色
い

ド
ア
が
目
印
の
「
ロ
ル
カ
」
。

名
前
は
ス
ペ
イ
ン
・
グ
ラ
ナ
ダ

の
詩
人
ロ
ル
カ
か
ら
で
、
店
内

は
白
い
壁
の
ま
る
で
穴
ぐ
ら
の

よ
う
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の

ジ
プ
シ
ー
が
住
ん
で
い
る
洞
く

つ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
う
か

ら
、
な
る
ほ
ど
。

い
か
に
も
ス
ペ
イ
ン
！

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

「
フ
ェ
デ
リ
コ
・
ガ
ル
シ
ア
・

ロ
ル
カ
」

安
い
．
早
い
．
お
い
し
い

惣
菜
酒
家
「
福
家
」

１
１

（（ 弓

崎

オ
ー
ナ
ー
の
演
中
さ
ん
は
、

ス
ペ
イ
ン
料
理
だ
け
で
な
く
、

フ
レ
ン
チ
や
和
食
の
厨
房
に
も

立
っ
て
い
た
こ
と
の
あ
る
料
理

人
。
料
理
の
メ
ー
ー
ュ
ー
も
、
ス

ペ
イ
ン
風
に
こ
だ
わ
ら
ず
フ
レ

ン
チ
な
ど
も
ま
じ
っ
て
い
る
。

ウ
サ
ギ
の
ソ
テ
ー
バ
ス
ク
風

（
８
０
０
円
）
、
仔
羊
の
香
草
焼

（
５
５
０
円
）
な
ど
、
現
地
の

食
材
を
使
っ
た
珍
し
い
メ
ニ
ュ
ー

や
、
演
中
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
に

行
っ
た
と
き
に
買
い
付
け
て
来

る
ハ
モ
ン
セ
ラ
ノ
（
生
ハ
ム
）
、

ウ
サ
ギ
の
パ
エ
リ
ヤ
（
９
０
０

円
）
、
パ
ス
タ
や
ス
ペ
イ
ン
オ

ム
レ
ツ
な
ど
、
と
て
も
豊
富
。

漬
中
さ
ん
は
も
っ
と
気
軽
に
飲

ん
で
食
べ
る
バ
ル
の
よ
う
な
店

に
し
た
か
っ
た
ら
し
い
が
、
本

格
的
な
料
理
を
演
中
さ
ん
ひ
と

り
が
作
る
の
で
、
お
客
さ
ん
も

腰
を
す
え
て
し
ま
う
よ
う
だ
。

ド
リ
ン
ク
は
豊
富
に
そ
ろ
う
ワ

イ
ン
と
ビ
ー
ル
が
中
心
で
、
６

０
０
円
～
７
０
０
円
程
度
。

、

こ
の
お
店
の
前
は
、
穴
門
で

躯
年
続
く
お
惣
菜
屋
さ
ん
「
福

家
」
だ
っ
た
。
朝
早
い
の
が
し

ん
ど
い
し
、
な
ん
か
お
店
が
で

き
な
い
か
と
惣
菜
酒
家
に
し
た

と
か
。
メ
ニ
ュ
ー
は
昔
か
ら
お

店
に
並
ん
で
い
た
あ
た
た
か
い

家
庭
料
理
の
お
惣
菜
が
中
心
で
、

お
料
理
は
奥
さ
ん
の
岡
崎
貴
美

子
さ
ん
が
作
り
、
ご
主
人
の
タ

ケ
シ
さ
ん
と
ふ
た
り
で
き
り
も

り
し
て
い
る
。
「
立
ち
飲
み
感

覚
で
し
ょ
う
」
と
思
っ
た
そ
う

で
、
店
内
は
奥
に
伸
び
た
カ
ウ

ン
タ
ー
と
、
テ
ー
ブ
ル
席
が
ひ

と
つ
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、

枝
豆
、
厚
揚
げ
な
ど
が
２
０
０

円
、
唐
揚
げ
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
き

ん
ぴ
ら
な
ど
が
３
０
０
円
、
大

盛
り
の
剣
先
す
る
め
が
５
０
０

円
な
ど
、
ど
れ
も
安
く
、
早
い
。

近
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ

が
、
仕
事
帰
り
に
寄
っ
て
一
杯

飲
ん
で
い
く
こ
と
が
多
く
、
あ

ま
り
広
く
な
い
お
店
は
す
ぐ
に

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
と

か
。
立
ち
飲
み
感
覚
の
気
軽
な

お
店
な
の
で
、
暑
い
と
き
に
で

も
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
飲
ん
で
帰

れ
る
の
が
嬉
し
い
。
生
ビ
ー
ル

鼠一語

穴門商店街の小さなドアが目じるし

お惣菜メニューがずらりと並ぶ「福家」

』

Ｉ
！

噸

!；
剛
叫

画！

団
福
家

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
南
穴
門
商
店
街

仰
酔
的
～
型
》
叩

日
曜
・
祝
日
体
（
た
ま
に
土
曜
も
休
み
）

ﾛロ

１１
淵｜

』Ｉ
ＥＷ

隙｜’

■■

！’
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世
界
最
大

の
国
際
美
術

展
・
ベ
ネ
チ

ア
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
。
公
式
の

国
別
展
示
や
、

学
生
１
３
０
０
円

前
売
り
券
、
回
数
券
あ
り

圏
問
い
合
せ

盃
０
７
８
１
５
１
２
１
５
５
０
０

ゴ
ヰ
ロ
ペ
へ
六
ｍ
く
。
．
ｏ
『
・
旨

演
劇
実
験
室
◎
天
井
桟
敷
を

主
宰
し
、
革
命
的
な
演
劇
作
品

を
残
し
、
詩
、
小
説
、
映
画
、

写
真
、
競
馬
な
ど
、
芸
術
。
文

化
の
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
に
、
い

ず
れ
も
天
才
的
な
才
能
を
示
し

た
寺
山
修
司
（
１
９
３
５
１
１

９
８
３
）
。
そ
の
世
界
は
、
今

も
色
槌
せ
る
こ
と
が
な
い
。

今
回
は
、
寺
山
没
後
加
年
を

機
に
、
彼
が
手
が
け
た
映
像
作

品
を
上
映
す
る
。
元
天
井
桟
敷

の
森
崎
偏
陸
を
迎
え
た
ワ
ー
ク

0２

幻
想
と
詩
と
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム

の
寺
山
修
司
◎
映
像
詩
展

７
／
型
出
～
８
／
６
閏

Ⅱ
“
肌
～
旧
恥
帥

（
７
／
”
・
８
／
３
休
館
）

神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

（
高
速
「
新
開
地
」
駅
徒
歩
２
分
）

当
日
一
般
１
５
０
０
円

北
村
佳
子
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
ー
カ
ス
・
サ
ー

カ
ス
（
地
下
鉄
「
県
庁
前
」
駅
４
番
出
口
西

へ
）

Ａ
Ｒ
Ｔ イベント

スケジュール

2004.7-8

｢バラ色のダンス」

企
画
展
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の

展
覧
会
が
あ
り
、
２
０
０
５
年

か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
が

設
け
ら
れ
る
た
め
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
招
待
さ

れ
、
今
年
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で

は
、
現
代
美
術
家
・
嶋
本
昭
三

が
招
か
れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か

ら
絵
の
具
を
落
と
す
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
な
い
話
題
を
集
め

た
。
嶋
本
昭
三
が
主
宰
す
る
「
Ａ

山
析
信
明

テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

８
／
Ｍ
幽
帽
時
開
演

ピ
ア
ジ
ュ
リ
ア
ン

（
Ｊ
Ｒ
・
阪
急
「
三
宮
」
駅
北
／
近
藤

ビ
ル
９
階
）

２
５
０
０
円
（
１
ド
リ
ン
ク
付
）

回
問
い
合
せ

公
０
７
８
１
３
９
１
１
８
０
８
１

入
場
無
料

画
問
い
合
せ
／
Ａ
Ｕ

盃
０
７
９
８
１
６
４
１
５
７
３
０

ベ
ネ
チ
ア
選
抜
展

７
／
脚
㈱
～
柏
日

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
阪
急
「
王
子
公
園
」
駅
徒
歩
５
分
／

旧
県
立
近
代
美
術
館
）

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
。
上
映

予
定
作
品
は
『
書
を
捨
て
よ
町

へ
出
よ
う
」
『
田
園
に
死
す
』

『
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
皇
帝
オ

リ
ジ
ナ
ル
完
全
版
』
他
。
上
映

時
間
、
料
金
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
直
接
会
場
へ
・

同
時
期
、
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
ホ
ー
ル

で
は
、
帥
年
代
か
ら
帥
年
代
に

か
け
て
隆
盛
し
た
ア
ン
グ
ラ
演

劇
の
公
演
ポ
ス
タ
ー
を
集
め
た

「
ジ
ャ
パ
ン
☆
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
」
を
開
催
。
状
況
劇
場
、

天
井
桟
敷
な
ど
、
ア
ン
グ
ラ
劇

団
、
小
劇
団
の
傑
作
ポ
ス
タ
ー

が
集
結
。
入
場
無
料
。

色
と
遊
ぶ
野
口
毅
展

「
少
年
（
科
歳
）
が

発
見
し
た
世
界
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ウ
ラ
兜
野
坂
）

８
／
３
㈹
～
８
日

Ⅲ
酌
叩
～
旧
ｍ
Ｍ

ａ
０
７
８
１
３
９
１
１
２
６
６
５

冠１１７

０．.／
７００１９

８１（月）
Ｉ１９ｊ
３．．７

８００／
２３１

１水出
０噸
６体
８廊
９

Ｕ
」
が
、
２
０
０
５
年
の
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
に
出
品
す
る
た
め
に

作
品
を
募
集
し
た
選
抜
展
。
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
の
委
員
か
ら
の
企

画
に
も
と
づ
く
展
覧
会
。

藤
井
和
久
展
（
京
都
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
創

（
京
都
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
ー
階
）

７
／
３
出
～
打
出

冠
０
７
５
１
２
５
１
１
０
５
２
２

リ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
オ
ペ
ラ

で
活
躍
、
エ
ッ
セ
ン
歌
劇
場
な

ど
へ
客
演
、
以
降
、
ド
イ
ツ
や

世
界
各
国
で
活
躍
す
る
テ
ナ
ー
・

山
析
信
明
の
来
日
リ
サ
イ
タ
ル
。

神
戸
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
・
ピ
ア
ジ
ュ
リ
ア
ン
で
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
集
「
美

し
き
水
車
小
屋
の
娘
」
（
全
加

曲
）
を
披
露
す
る
。

、
軍１

兵庫のまつり-ふれあいの祭典
「ふれあいＴＡＪＩＭＡ四季彩」開催中

但馬地域全域で、審・夏・秋・冬、楽しいイベントが盛りだくさん。
今年は但馬がおもしろい！
●７月の主なイベント（）内は開催塙所
７／１閑～８／10脚但馬の風景百選フォトコンテスト（兵庫県立

但馬ドーム）
７／18口清流の滝まつり（但東町西谷）矢田川まつり〈村岡町大

平公園）

７／24国｡25旧）香住ふるさとまつり（香住浜一帯）
７／29輪～８／２(月)あさご芸術の森アートフェスティバル（朝来町）
７／30閲竹野満L上花火大会〈竹野町）

回ふれあいの祭典実行委員会事務局盃078-362-3992
http://Web､pref･hyogojpﾊnfo/hureBi

場タツ年

：ルウボｉＩ
属歌パド９
ソ劇１イ２

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

b

』
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●●ライブハウス・スケジュール７月●ライブハウス・スケジュール 7月

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
個
１
３
建
創
ピ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

、
。

1０３

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

ｅ
神
戸
市
立
博
物
館
「
栄
光
の
オ

ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
展
」

（
７
／
灯
～
相
／
Ⅲ
）
ペ
ア
５
組

、
市
民
映
画
劇
場
８
月
例
会
「
ベ
ッ

カ
ム
に
恋
し
て
」
（
８
／
釦
・
幻

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
）
ペ

ア
２
組

●
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん

（
湊
川
公
園
）
２
名

７
／
７
～
焔
「
女
は
み
ん
な
生
き

て
い
る
」
「
ポ
ー
リ
ー
ヌ
」
（
こ
の

期
間
中
女
性
９
０
０
円
）
▽
７
／

Ⅳ
～
犯
「
ク
イ
ー
ル
」
「
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
」
▽
７
／
羽
～
８
／
６

「
美
し
い
夏
キ
リ
シ
マ
」
「
シ
ョ
ン

ャ
ン
の
酒
家
」
▽
８
／
７
～
Ⅳ

「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
」
「
コ
ン
フ
ィ

デ
ン
ス
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
）
２
名

７
／
ｍ
～
「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
２
」

▽
７
／
Ⅳ
～
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス

タ
ー
」
▽
７
／
理
～
「
シ
ュ
レ
ッ

ク
２
」
▽
８
／
７
～
「
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
」

回チキンジョージ
TELO78-392-0146
http:〃www､chicken･george､cojp
３(土〕けんたろう！と遊ぼう！
５（月）ＦＩＮＥＡｌＲＮｌＧＨＴ４
６（火）BONNIEPlNK2004TOUR
７（水）Ｊ＆Ｂ
８（木）山弦（小倉博和･I･佐橋佳幸）
９（金）ＤｏＶｏＵｄｏ－｡?3
10(±）ORANGERANGELlVETOUR
11（日）SHKALABBlTS
13（火）CHARATUUR20〔４－私に雌景色-
14（水）ｷﾅｺ、真夏の歌花火
17(土)18(日)19（月）
Ｔh肥eDaVsofGOSPELNi9ht

20（火）BECAUSE､1ＨＥＮｌＧＨ１､１１
２５（日）森大造＆伍福伝他

26（月）BECAUSETHENlGHT12
27（火）BlaCkIn.】.ownTOUR

30（金）DEPAPEPEキヨタツトム他
31(土）knoCkonthechick8n'SdoOrl

回ピアジュリァン
TEL､078-391-8081
http;//Wwwopla-julien､ｃｏｍ
ｌ<木）小林亜紀子(vn1森川留理子(P）
２（金）|肇誘(ｸﾗIﾉﾈｯi,浩E軒俄ｵﾗ)函誰(pＩ
３(土〉小槙周一(fl)藤原友紀(P）
４（日）中鼻佐和(v､)上田裕子(p）
６（火）記瀞(ｿﾗﾊ縦耀〈ﾘﾄﾝX証認側
７（水）中村真美(Ｃｌ)藤渓優子〈P）
８（木）近藤美香(p）
９（金）西本淳(Sax)植田浩徳(p）
10(土）宮崎万里(vn)植田浩徳(p）
11（日）奥野香織(p）
13（火）折川真理(v､)中元智子(p）
14（水）萩原次己(パﾘﾄﾝ)藤江圭子(p）
15（木）小笠原薫(v､)山内尚子(p）
17(±）簸田亜紀(fl)鈴木華重子(p）
20（火）冨百好Wﾗ"i堀謹WWﾄﾝ)甑皇弥Ｉ

(小倉博和･I･佐橋佳幸）

CI-IARATUUR20〔４－私に雌景色一
キナコ、真夏の歌花火
8(日)19(月）

ＢＥＣＡＵＳＥＴＨＥＮｌＧＨＴ

ＢｌａＣｋＩｎ．】､ownTOUR

DEPAPEPEキヨタツトム
knoCkonthechick8n'Ｓｄｏ

21（水）東口器之(ﾌｼ'ｯﾄ)大成i臆(ｸﾗﾘﾈｯﾄ）

22(木)近藤美害(p〕
23（金）眉目§器U}圏碓(ﾌｧゴｯ付蕊野伽
24(土）本吉優子(v､)田中靖子(p）
25（日）藤村匡人(パﾘﾄﾝ)長谷智子(p）
28（水）KYOTO弦楽四霞毒団
29（木）上戸明子(fl)落合桜(p）
31(±）福島紀子(ｿプｼ)佐田めぐみ(p）

回Holly，s
TEL､078二251-5147
http://kobe-hollVscom
l（木）長井美恵子〈P)坂崎拓也(b)松
田‘･GORl･‘広士(｡｢）

２（金）原麻未(vo)他
３(±）ゴスペルTheEarthofPiece
８（木）大内玲子(p)カルテット
９（金）名倉学(p)＆MonkeVSoul
lO(±）大川YOKavo)世古呈義〈p)坂
崎拓也(b)樋口広大(dI･）

15（木）山口エミ(vo)他
16（金）西田仁(P)ﾄﾘｵ
17(土〕HANNY(vo)松永諭右(p)11贋祐哉(b）
22（木）鈴木久美子(Sax)他

23(金，藤村麻紀(vo)西田誠(9)
24(土）今西哲(vo)森田裕子(p）
29（木）SessionNight
30（金）森あすか(vo)他
31(±）小林美製仙o)森永誠祐(p）

画苗屋宗兵衛
TEL,078-332

http:ﾙﾉWＷＷ
３(±）日even
４（日）石田上

７(水）

net／

andfriend

村井ゆかり(vo)安本貴宏
前信秀(b)両答幸一(dr）
張プロジェクト／張智仁
石橋博文(9)ハチロー化）
浩次(｡r〉

(9)神

９（金）阿部大輔(9)畠山令(b)松田℃
ORlil広士(｡r）

10(±）影山朋子〔マリンバ､vib,Perの
浅井良将(ａｓ)李祥太(p〕甲斐正
樹(b)清水勇博(dn

11（日）寺地連弘(9)ﾄﾘｵ
12（月）ａｍｉ(vO)水木陽子〈P）
13（火）浅井良将Ias)＆李祥太(p)デｭｵ
15(木)ジュスカ･グランペール(ジプ
シー･ジャズ）

16（金）ＤＣ･Ja

l7(土）すくいぐる(ｺﾝﾃﾝボﾗﾘー ジｬズ）

18（日）１stHirokoqsBeautifulSmile
／2,..ささばん

19（月）平原誠之ｱﾉﾘｻｲﾀﾙ(ｸﾗｼｯｸ）
20（火）Ｇｅｍｉｎｉ２００４ＳｕｍｍｅｒＴｏｕｒ

－詞のｱー ﾄギﾀー ･畠うｶﾝｽ・・
21（水）マルカート
24(土）BaIladManiA
25（日）Ybngmi､IivG魂一ありの詫償生きる-
30（金）BigFriendlyJazzOrchestra
（高砂高校ジャズバンド部）

31(土）Funny4Live

且WACA2
TEL・O78-333-6768
http2//Wwwhadion.､e・lp/~waca
l9（月）よしだよしこまっちゃんLlVEVoI54
以降未定※詳細はホームページヘ

国SONE
TELO78-221-7OO9
http:〃kobe-Sone,ｃｏｍ
ｌ（木）那須淳子＋ﾄﾘオ

２（金）Yoshikaf･トリオ
３(土〕藤井貞泰ﾄﾘｵ÷北荘桂子
４（円〉ロイヤル･ﾌﾗｯｼｭ･ジャズバンド

５（月）新井雅代十ﾄﾘｵ
６（火）ボンピ柿本-1-ﾄﾘｵ
７<水）辛島寿美子十ﾄﾘｵ

８（木）河村恭子十ﾄﾘｵ

９（金）北荘桂子･トトリオ
10(±）宮野英子十ﾄﾘｵ
11（日）鍋島直覗ｶﾙﾃｯﾄ十大純揮加
12（月）西田あつ子十ﾄﾘｵ

13（火）梅ド裕ギﾀー ｶﾙﾃｯﾄ+山内尚美
14（水）ｷｬﾝテｨー 浅田十ﾄﾘｵ
15（木）古谷充カルテット
16(金)辛島寿美子十ﾄﾘｵ
17(±）ペティ鞍富十ﾄﾘｵ
18（日）藤井貞泰ﾄﾘｵ＋新井雅代
19（月）北荘佳子十ﾄﾘｵ
20（火）Yoshika＋ﾄﾘｵ
21（水）新井雅代十ﾄﾘｵ
22（木）ヅﾔﾈﾂﾄ+長谷川元伸ｶﾙﾃｯﾄ
23（金）新井雅代十ﾄﾘｵ
24(土）大越理加-1.トリオ

25（日）八木賎幸ﾄﾘｵ＋南ルミコ
26（月）浅香久志カルテット

27（火）溝口恵美子十ﾄﾘｵ
28（水）岩富美和ひきがたり÷半ﾀー ･ﾄﾘｵ

29(木)北荘桂子
30（金）大越理加十トリオ
31(土）新井雅代十ﾄﾘｵ

回MaidenVoyage
TELO78-805-0899
httpWWww､koyo.nGt/maid9nwya9e
２（金）はま－ずvｓＴＡＫＥ４

４（日）絹原一寛ｸｲﾝﾃｯﾄ＋筒井史緒

八木賎幸ﾄﾘｵ＋南ルミコ
浅香久志カルテット
溝口恵美子十トリオ

宗えずとろ

JAM･JAM･JAM/ホスト中蝋
成一(｡ｳ真木毅(b）
ラテン祭り／VＡＭＰ

池田裕志÷柴田達司
JamSession/ﾎｽﾄ須藤瑳彦(9)他
MNT

KiNZO

THEGLO8ALJA瓦oRCHESTRA

JamSessIOn/ﾎｽﾄ須農農彦(9)他

６(木）

７（水）

10(土）

11（日）

12（月）
13（火）

17(±）
19（月）
26(月）
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☆
摩
耶
山
天
上
寺

四
万
六
千
日
大
祭

摩
耶
山
天
上
寺
で
は
毎
年
恒

例
行
事
で
あ
る
四
万
六
千
日
大

祭
を
取
り
行
な
う
。
四
万
六
千

日
大
祭
は
、
一
年
を
通
し
て
摩

耶
の
観
音
さ
ま
の
ご
利
益
を
最

も
多
く
い
た
だ
け
る
日
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
日
に
観

音
堂
（
金
堂
）
へ
お
参
り
す
る

と
一
日
で
四
万
六
千
日
お
参
り

し
た
の
と
等
し
い
功
徳
と
ご
利

益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

８
月
８
日
と
９
日
の
さ
か
い

の
時
刻
、
す
な
わ
ち
９
日
午
前

０
時
に
は
ご
本
尊
の
観
音
さ
ま

に
向
け
て
天
か
ら
除
災
招
福
の

星
が
く
だ
る
と
い
い
伝
え
ら
れ
、

昔
か
ら
神
戸
の
一
大
夜
祭
り
と

な
っ
て
い
る
。

■
問
合
せ
／
摩
耶
山
天
上
寺

盆
０
７
８
１
８
６
１
‐
２
６
８
４

☆
第
３
回
谷
崎
文
学
の
つ
ど
い

残
月
祭
開
催

芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館

で
は
、
谷
崎
の
誕
生
日
で
あ
る

７
月
型
日
に
〈
谷
崎
文
学
の
つ

ど
い
残
月
祭
〉
を
開
催
し
て

い
る
。今
年
は
谷
崎
晩
年
の
傑
作
と

上
う
て
ん

評
さ
れ
る
「
瓶
揃
老
人
日
記
」
さ
『
こ

を
と
り
あ
げ
、
ヒ
ロ
イ
ン
堀
子

の
モ
デ
ル
と
さ
れ
、
晩
年
の
創

作
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

ち
を
ご

い
う
渡
辺
千
葛
子
さ
ん
と
谷
崎

神戸の一大夜祭り四万六千日大祭

ボ
ケ

得
体
の
知
れ
な
い

谷崎晩年の最高傑作「痕痴老人日記」

研
究
者
た
つ
み
都
志
さ
ん
の
対

談
「
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
華
を
～
谷

ヱ
ュ
ー
ズ

崎
晩
年
の
女
神
・
干
蔑
子
～
」
、

そ
し
て
朗
読
グ
ル
ー
プ
Ｒ
Ｓ
Ｔふ号

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
作
ロ
、
「
痕

て
ん派
老
人
日
記
」
や
「
往
復
書
簡
」

の
朗
読
を
聞
き
、
谷
崎
の
名
作

を
味
わ
う
。
対
談
を
通
し
て
当

時
の
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語

ら
れ
る
。

■
７
月
別
日
団
皿
時
開
演
（
咽

時
会
場
）
／
芦
屋
ル
ナ
・
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
に
て
。
参
加
費
２

０
０
０
円
で
全
席
自
由
。
お
申

込
は
往
復
は
が
き
に
論
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
返
送
先
を

明
記
の
上
、
谷
崎
記
念
館
宛

「
残
月
係
」
ま
で
。
締
切
は
７

月
Ⅲ
日
出
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
る
。

■
〒
６
５
９
１
０
０
５
２
芦
屋

市
伊
勢
町
岨
－
巧

冠
０
７
９
７
１
２
３
‐
５
８
５
２

］
号
ぎ
く
へ
言
急
君
．
四
ｍ
巨
望
い
‐

乏
呂
．
。
且
ご
詳
閏
目
鼻
廷

誕
生
日

あ
り
が
と
一

運
動

６Ｔ上中〒誕
ＯＥピ央６生
。Ｌル区５日
１＆Ｂ中０あ
２Ｆ１町･り
５Ａ通８が
７Ｘ４７と
０．９う
７２０運
８・神動
・１１戸本
３村市部

1０４

イ
ラ
ク
で
落
命
し
た
記
者
は

「
社
会
の
中
に
し
ぶ
と
く
生
き

て
い
る
『
得
体
の
知
れ
な
い
何

か
』
」
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

陣
が
い
者
を
「
か
わ
い
そ
う

に
」
と
感
じ
る
の
は
心
に
偏
っ

た
思
い
が
篭
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
体
も
言
葉
も
滑
ら
か
に
動

き
出
せ
ま
せ
ん
。
偏
見
は
得
体

の
知
れ
た
も
の
で
す
。
身
近
に

い
る
と
別
の
感
慨
が
き
っ
と
惨

み
出
て
き
ま
す
。

地
域
に
障
が
い
者
の
活
動
拠

点
を
設
け
る
と
き
、
理
解
者
の

多
募
に
振
り
回
さ
れ
る
の
は
積

み
残
し
た
課
題
を
検
（
ル
ビ
・

あ
ら
た
）
め
る
よ
う
で
す
。
理

解
を
得
る
こ
と
と
共
に
馨
ら
す

こ
と
が
同
時
に
進
行
し
ま
す
。

男
女
の
垣
根
は
均
等
法
で
外
さ

れ
ま
し
た
。
施
設
解
体
の
う
ね

り
が
陳
が
い
者
の
問
題
を
解
く

勢
い
に
高
ま
っ
て
欲
し
い
。
し

ぶ
と
く
何
か
を
追
う
人
は
求
道

の
先
達
で
す
。

水
澄
し
流
れ
に
向
か
ひ
遡
る

汝
が
勢
ひ
よ
微
か
な
れ
ど
も

（
茂
吉
）１
Ｍ
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代
金
、
ヘ
ナ
サ
ロ

ン
ロ
イ
ヤ
ル
も
５

５
０
０
円
（
薬
剤

代
含
む
）
プ
レ
シ
ャ

ン
プ
ー
５
０
０
円
○

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

８
０
０
円
と
い
う

安
さ
な
の
で
何
回

も
通
え
そ
う
。

霊
室
を
大
事
に
、

毛
髪
改
善
を
ぜ
ひ

し
て
あ
げ
た
い
」

と
意
欲
的
。
出
来

上
が
り
は
な
か
な

別
、
、

カ
ー
ｖ
‐
し
Ｉ
．

■
一
Ｔ
６
５
０
１
０
０
１
２
中
央

区
北
長
狭
通
３
１
３
１
９
潮
海

ピ
ル
３
Ｆ

☆
ヘ
ア
カ
ラ
ー
専
門
店

ジ
ヨ
プ

Ｊ
Ｏ
Ｂ
１
５
０
０
円
で
白
髪

が
染
ま
る

「
薬
剤
代
金
は
別
や
け
れ
ど

白
髪
染
め
が
１
５
０
０
円
で
で

き
る
よ
！
」
「
ウ
ッ
ソ
ー
！
」

「
ホ
ン
マ
や
」

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
東
口
の
高
架
を

越
え
て
、
鯉
川
筋
東
側
に
あ
る

カ
レ
ー
パ
ン
の
店
の
３
Ｆ
の

〃
国
シ
］
国
○
○
Ｆ
○
両
』
○
画
〃

へ
早
々
に
行
っ
て
み
た
。

浦
田
佳
代
さ
ん
と
息
子
の
賢

志
さ
ん
母
子
が
二
人
で
始
め
た

ば
か
り
な
の
で
予
約
が
必
要
。

お
し
ゃ
れ
染
め
も
、
マ
ニ
キ
ュ

ア
も
１
９
０
０
円
。
ヘ
ナ
ハ
ー

ブ
染
め
が
２
５
０
０
円
十
薬
剤

Ｂ
５
版
で
５
年
。
印
刷
代
が
１

０
０
万
円
や
す
い
か
ら
と
泣
く
泣

く
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
。
そ
れ
ま

で
の
訂
年
間
の
伝
統
は
恐
ろ
し
い

も
の
だ
。
身
に
つ
か
な
い
ス
タ
イ

ル
の
な
か
で
悪
戦
苦
闘
。

い
ま
、
原
点
に
も
ど
っ
て
女
性

の
皆
さ
ん
か
ら
「
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

に
入
る
の
よ
」
と
コ
ン
パ
ク
ト
な

サ
イ
ズ
を
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
創

刊
時
代
か
ら
の
淀
川
長
治
先
生
の

復
刻
版
頁
に
、
声
援
が
贈
ら
れ
て

く
る
。改
め
て
、
神
戸
っ
子
の
ハ
イ
カ

ラ
伝
統
を
、
あ
り
が
た
い
と
身
に

泌
み
て
い
る
。

〃
ス
モ
ー
ル
イ
ズ
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
〃
・
月
刊
神
戸
っ
子
も
、
２

０
０
３
年
の
５
０
０
号
か
ら
リ
ト

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
原
点
ス
タ
イ
ル
に

再
生
し
て
７
月
号
で
５
１
７
号
を

迎
え
る
。

☆
小
さ
く
光
る
神
戸
に

花時計

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

☆
６
月
旭
日
「
旧
神
戸
居
留
地
煉
瓦

造
下
水
道
」
と
共
に
、
栄
町
通
り
の

「
フ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ピ
ル
」
（
藤
田
稔
社

長
）
が
新
た
な
登
録
有
形
文
化
財
に

選
ば
れ
た
。

同
ピ
ル
は
１
９
２
１
年
（
大
正
加

年
）
保
険
会
社
の
出
張
所
と
し
て
建

設
さ
れ
た
鉄
筋
４
階
建
て
。
１
階
部

分
の
外
壁
に
花
尚
岩
が
張
ら
れ
、
大

正
ム
ー
ド
の
あ
る
建
造
物
。
フ
ッ
ト

テ
ク
ノ
も
８
月
中
旬
に
、
へ
ル
ス
サ

イ
エ
ン
ス
ビ
ル
と
し
て
オ
ー
プ
ン
さ

れ
る
予
定
。

☆
㈱
Ｆ
Ｍ
わ
い
わ
い
が
”
新
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
組
織
″
を
５
月
羽
日
に
設
立

し
た
。
長
田
区
海
運
町
３
‐
３
１
８

☆
劇
団
お
も
ち
ゃ
箱
（
主
宰
／
ゆ
う

き
じ
ゆ
ん
・
森
孝
之
）
が
移
転
。
〒

６
５
８
．
０
０
５
３
束
灘
区
住
吉
町

４
１
１
１
蝿
真
砂
ピ
ル
３
Ｆ
盃
０
７

８
．
８
２
１
．
５
５
３
５
Ｊ
Ｒ
住
吉

駅
南
側
す
ぐ
タ
ク
シ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー

東
側
真
砂
寿
司
の
上

☆
㈱
つ
る
や
衣
裳
展
（
島
田
敬
子
社

長
）
の
島
田
光
夫
会
長
が
５
月
釦
日

に
亡
く
な
ら
れ
、
６
月
釦
日
㈱
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の
間
に
お

い
て
「
お
別
れ
会
」
開
か
れ
た
。

「
島
田
光
夫
君
と
お
別
れ
す
る
会
」
。

代
表
世
話
人
・
柏
木
健
一
／
研
一
話
人
・

瀧
川
博
司
、
今
津
成
生
、
寺
本
混
、

井
植
貞
雄
氏
ら
。

★
㈱
た
こ
の
壷
（
木
村
満
也
社
長
）

の
ご
母
堂
・
木
村
君
子
さ
ん
（
肥
才
）

が
６
月
Ⅳ
臼
に
亡
く
な
ら
れ
、
青
谷

川
の
真
照
寺
に
お
い
て
お
通
夜
、
肥

日
に
ご
葬
儀
が
。
先
に
他
界
さ
れ
た

ご
主
人
の
木
村
憲
吾
さ
ん
（
如
才
）

の
百
ヵ
日
だ
っ
た
。

★
Ｋ
Ｆ
Ｓ
の
会
員
・
米
田
博
司
さ
ん

が
６
月
加
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
平
安

祭
典
西
神
会
館
で
お
通
夜
と
翌
日
に

ご
葬
儀
が
と
り
行
わ
れ
た
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

雷

マ

1０５

盆
０
７
８
１
３
３
３
１
７
３
７
３

■
定
休
日
／
毎
週
月
・
第
３

火
曜
日
。
受
付
時
間
／
ｎ
時
～

⑲
時

浦田佳代さんと息子の賢志さん

※
※
※

朝
、
北
野
界
隈
を
散
策
す
る
と

〃
小
さ
な
結
婚
式
″
と
い
う
看
板

を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
。
小
さ

く
光
る
〃
ラ
ブ
リ
ー
な
結
婚
式
″

は
好
評
の
よ
う
だ
。
〃
ち
い
さ
な

レ
ス
ト
ラ
ン
〃
も
〃
小
さ
な
お
菓

子
屋
さ
ん
“
も
シ
ェ
フ
や
パ
テ
ィ

シ
エ
の
愛
が
こ
も
っ
て
素
晴
ら
し

い
。

神
戸
の
魅
力
は
〃
小
さ
く
光

る
″
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
宝
石
た
ち

を
ち
り
ば
め
た
と
こ
ろ
に
輝
き
が

あ
る
と
つ
く
づ
く
思
う
。（

Ｍ
・
Ｋ
）
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山
歩
き
の
ウ
ェ
ア
は
、
思
わ
ぬ
天
候

の
急
変
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
に
、
住

ん
で
い
る
環
境
か
ら
の
発
想
で
は
な
く
、

目
的
の
山
の
高
度
や
季
節
の
変
動
に
よ

る
最
悪
の
状
態
を
頭
に
描
い
て
準
備
す

べ
き
で
す
。

晴
天
が
予
測
さ
れ
る
時
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
季
節
に
応
じ
た
必
要
最
低
限
の

ウ
ェ
ア
の
ほ
か
に
、
突
然
の
雨
や
風
に

よ
る
気
温
の
低
下
に
対
応
で
き
る
防
風

着
や
防
寒
着
、
雨
具
は
必
需
品
で
す
。

富
士
山
登
山
で
は
天
候
に
よ
る
気
温
の

変
化
が
大
き
い
の
で
、
夏
で
も
ア
ン
ダ
ー

ウ
ェ
ア
も
用
意
し
て
お
き
ま
す
。
行
動

中
は
天
候
の
変
化
や
体
温
の
変
化
に
合

わ
せ
て
脱
い
だ
り
、
着
た
り
を
臨
機
応

変
に
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
疲

労
を
少
な
く
す
る
コ
ツ
は
行
動
や
環
境

変
化
に
よ
る
体
温
の
調
節
を
う
ま
く
お

こ
な
う
こ
と
で
す
。
下
着
や
靴
下
な
ど

の
着
替
え
や
予
備
は
必
ず
用
意
し
、
汗

や
雨
で
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
の
防
水
袋
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ

マ
フ
○

素
材
を
使
用
し
た
パ
ン
ツ
が
主
流
で
す
。

特
に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
素
材
は
軽
く
て
水

切
れ
が
良
い
の
で
、
沢
登
り
な
ど
に
も

使
え
ま
す
。
真
夏
は
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ッ

も
快
適
で
す
が
、
足
が
傷
つ
き
や
す
い

こ
と
と
気
温
の
変
化
を
考
え
る
と
使
用

範
囲
が
限
定
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
好
天
が
予
想
さ
れ
る
日
帰
り

登
山
で
も
雨
具
は
必
ず
持
参
を
し
ま
し
ょ

う
。
数
種
類
の
素
材
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
防
水
・
透
湿
素
材
を
使
っ
た

も
の
が
蒸
れ
難
く
快
適
で
す
。
防
水
性

に
優
れ
た
雨
具
で
も
強
い
風
雨
や
急
勾

配
の
登
り
で
は
、
パ
ン
ツ
の
裾
か
ら
靴

の
中
に
水
が
浸
入
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
場
合
は
ス
パ
ッ
ツ
を
パ
ン
ツ
の

外
側
で
は
な
く
内
側
に
装
着
し
て
裾
の

紐
を
締
め
て
お
け
ば
、
濡
れ
る
こ
と
は

少
な
く
な
り
ま
す
。

長
く
使
用
し
て
い
る
も
の
は
縫
製
部

分
の
ほ
こ
ろ
び
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
点
検
、

掻
水
加
工
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
装
備
も
人
間
の
体

と
同
じ
よ
う
に
こ
ま
め
な
点
検
と
手
入

れ
が
必
要
で
す
。

重匿‘恒夫の

山歩き教室
（８）

ウェアの選び方と

快適ウェアリング

防
風
着
は
一
般
的
に
ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー

カ
ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
薄
く
コ
ン

パ
ク
ト
に
な
る
物
で
十
分
で
す
。
雨
具

を
転
用
し
て
携
行
重
量
を
減
ら
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

防
寒
着
は
ウ
ー
ル
の
セ
ー
タ
ー
や
薄

手
の
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
を
両
面
起
毛
さ
せ
た

フ
リ
ー
ス
も
軽
く
使
用
範
囲
の
広
い
素

材
で
す
。
重
ね
着
を
考
慮
し
て
サ
イ
ズ

の
ゆ
っ
た
り
し
た
物
に
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ャ
シ
は
保
温
性
に
優
れ
、
汗
を
か

い
た
り
雨
に
濡
れ
た
り
し
て
も
冷
た
さ

を
伝
え
難
い
ウ
ー
ル
や
ウ
ー
ル
と
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
な
ど
の
混
紡
の
長
袖
が
良
い

で
し
ょ
う
。
パ
ン
ツ
と
共
に
着
用
時
間

が
長
い
の
で
、
購
入
時
に
は
実
際
に
着

用
し
て
サ
イ
ズ
や
着
易
さ
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

ズ
ボ
ン
は
歩
き
易
い
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
膝
の
動
き
の
楽
な
の
は
ニ
ッ

カ
ー
で
す
が
、
最
近
で
は
綿
や
ナ
イ
ロ

ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン

を
混
紡
や
交
織
し
た
縦
・
横
に
伸
び
る

０６

（
し
げ
ひ
ろ
つ
ね
お
）

１
９
４
７
年
山
口
県
徳
山
市
生
ま
れ
。
刊
年
オ
ニ

ッ
カ
（
現
ア
シ
ッ
ク
ス
）
に
入
社
。
羽
年
エ
ベ
レ

ス
ト
南
西
壁
の
世
界
最
高
点
（
当
時
）
へ
到
達
、

万
年
、
日
本
人
と
し
て
Ｋ
２
に
初
登
頂
、
加
年
、

北
壁
か
ら
の
新
ル
ー
ト
で
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登
頂
。

魂
年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走
（
日
本
・
中
国
・

ネ
パ
ー
ル
三
国
友
好
登
山
隊
）
で
は
、
登
華
隊
長

と
し
て
、
世
界
最
高
峰
を
舞
台
に
し
た
世
界
初
の

交
差
縦
走
を
成
功
に
導
く
。
躯
年
、
当
時
未
踏
の

最
高
峰
で
あ
っ
た
ナ
ム
チ
ャ
パ
ル
ワ
の
初
登
頂
を

指
揮
。
邪
年
、
日
本
百
名
山
を
伽
日
で
連
続
踏
破

し
た
。
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f}

ユ ー

３回に分けて行われた六甲山全山縦走が、ようやく完結。須磨からスタートし、ゴールの宝塚までの、長い長い道の

りを一歩一歩、と足を進め、全山縦走が楽しい思い出になったようです。

第９回六甲山トレッキングツアー（5／26）

六甲山縦走、完結!！

今

字

や
喝
煙
》
『

＆

＝

冠
壱

鱗I鎌
１１～、

1号魂震蕊霧灘
一
手
『
言

鴬
』
峰ｄ

Ｊｌｌ
羽

エ

蕊

Pn-R

可

霞

1０７

瀞
■

旦全窪Ｐ＝

Ｐ匙

一

可

:海
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回
か
み
か
わ
し
よ
う
じ
ろ
う

１
９
３
５
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
卒
。

神
戸
市
に
入
り
、
空
港
対
策
室
長
、
消
防
局
長
を
経

て
定
年
退
職
。
現
在
、
大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
。

る
イ
メ
ー
ジ
は
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
象
徴
さ
れ
る
。

ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
私
た
ち
は
、
そ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
風

車
・
チ
ー
ズ
に
惹
か
れ
て
、
運
河
で
巡
る
オ
ラ
ン
ダ
の
旅
を
試

み
た
。
そ
し
て
驚
い
た
の
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
お
ろ
か
、

ど
の
〃
ま
ち
″
に
行
っ
て
も
電
柱
の
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
こ

と
で
あ
る
。
し
か
も
、
ど
の
〃
ま
ち
〃
も
、
そ
の
中
心
部
に
は

中
世
か
ら
の
マ
ル
ク
ト
広
場
が
あ
り
、
歴
史
の
薫
り
高
い
建
築

1灘１
ｉ
閣
阿
曹
凹

拳擁と

蔓書

運
河
で
巡
る
オ
ラ
ン
ダ
の
街
・
町
・
ま
ち

文
・
上
川
庄
二
郎

一一ｰ

＊=

、
画

産
今

ヨ

物
で
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
周
囲
は
運
河
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
て
、
水
運
に
よ
っ
て
交
易
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
忍
ば
せ

る
。
随
所
に
跳
ね
橋
が
掛
か
っ
て
お
り
、
ど
こ
も
絵
に
な
る
風

景
ば
か
り
が
目
に
付
く
。
そ
の
運
河
や
港
は
、
今
は
ヨ
ッ
ト
や

ク
ル
ー
ザ
ー
が
所
狭
し
と
ひ
し
め
き
、
周
囲
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
土
産
物
店
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
光
景
を
見
て
日
本
を
顧
み
る
と
、
街
中
は
蜘
妹

の
巣
を
張
り
巡
ら
す
よ
う
に
や
た
ら
と
電
柱
・
電
線
が
多
く
て

汚
ら
し
く
、
凡
そ
絵
に
な
る
風
景
な
ん
て
お
目
に
か
か
ら
な
い
。

街
並
み
も
均
整
が
取
れ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
勝
手
気
ま
ま
な
建

物
が
我
が
物
顔
に
自
己
主
張
し
て
い
る
だ
け
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
神
戸
の
〃
ま
ち
″
も
、
決
し
て
美
し
い

〃
ま
ち
″
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
で
は
、
も
っ
と
観
光
客
に
来

て
欲
し
い
〃
ま
ち
″
に
し
た
い
と
い
っ
て
も
難
し
い
。
こ
れ
で

外
国
人
の
来
た
く
な
る
〃
ま
ち
″
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

【
デ
ル
フ
ト
・
ブ
ル
ー
】

デ
ル
フ
ト
も
、
マ
ル
ク
ト
広
場
を
中
心
に
運
河
の
張
り
巡
ら

さ
れ
た
〃
ま
ち
″
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、

一
味
違
う
の
は
、
デ
ル
フ
ト
。
ブ
ル
ー
と
呼
ば
れ
る
陶
器
「
デ

ル
フ
ト
焼
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
古
く
は
中
国
の
景
徳
鎮
や
日
本
の
有
田
焼
の
「
青
」
が
、

【
電
柱
の
な
い
街
・
町
・
ま
ち
】

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
風
車
・
チ
ー
ズ
そ
れ
に
ゴ
ッ
ホ
や
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
と
い
っ
た
画
家
に
代
表
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
。
十
七
世
紀

に
は
、
日
本
も
長
崎
の
出
島
を
通
じ
て
、
唯
一
開
国
し
て
い
た

西
洋
の
大
海
運
国
・
オ
ラ
ン
ダ
。
私
た
ち
の
オ
ラ
ン
ダ
に
対
す

0８
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ん
て
言
わ
ず
に

考
え
て
欲
し
い

も
の
で
あ
る
。

凶

１ 現
在
の
デ
ル
フ
ト
・
ブ
ル
ー
の
原
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
考
え

て
み
れ
ば
、
東
イ
ン
ド
会
社
を
通
じ
て
の
東
洋
と
の
交
易
か
ら

学
び
、
自
国
の
ブ
ラ
ン
ド
に
仕
上
げ
た
知
恵
に
は
敬
服
す
る
に

値
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
ん
な
知
恵
を
拝
借
し
た
い
も
の
だ
。

ま
た
、
デ
ル
フ
ト
に
は
陶
芸
専
門
の
工
科
大
学
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
地
場
産
業
と
連
携
し
た
学
術
の
振
興
も
大
切
な
視
点

で
あ
る
。
そ
の
点
で
神
戸
商
船
大
学
（
現
神
戸
大
学
海
事
科
学

部
）
は
、
神
戸
港
に
と
っ
て
は
掛
替
え
の
な
い
教
育
機
関
で
あ

る
。
Ｐ
Ｉ
へ
の
移
転
を
今
一
度
真
剣
に
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
。
【
風
車
の
並
ぶ
キ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク
】

オ
ラ
ン
ダ
は
風
車
の
国
。
脱
穀
、
製
材
、
潅
溜
、
排
水
と
あ

ら
ゆ
る
も
の
の
動
力
源
と
し
て
風
車
を
使
い
、
地
場
産
業
を
盛

り
立
て
て
き
た
。
そ
の
風
車
も
一
時
期
九
千
基
と
い
わ
れ
た
も

の
が
一
千
基
弱
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
実
用
的
に
は
、

風
力
発
電
用
と
し
て
新
し
い
現
代
的
な
風
車
が
海
く
り
に
林
立

す
る
光
景
に
出
く
わ
す
。

古
い
風
車
は
、
保
護
文
化
財
と
し
て
守
っ
て
ゆ
こ
う
と
い
う

姿
勢
で
あ
る
が
、
そ
の
数
の
多
さ
と
周
辺
の
運
河
に
沿
っ
て
見

ら
れ
る
光
景
は
キ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク
を
置
い
て
他
に
な
い
。
ま
さ

に
、
オ
ラ
ン
ダ
を
代
表
す
る
観
光
資
源
と
い
っ
て
も
良
い
。
さ

し
ず
め
神
戸
で
言
え
ば
、
明
治
の
頃
に
建
て
ら
れ
た
洋
風
建
築

を
観
光
資
源
と
し
て
大
切
に
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
か
。

【
ト
ラ
ム
の
似
合
う
〃
ま
ち
〃
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
】

二
十
世
紀
初
頭
か
ら
導
入
さ
れ
た
と
い
う
ト
ラ
ム
は
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
を
基
点
に
放
射
状
に
伸
び
る
線
と
、
〃
ま

ち
″
を
扇
形
に
取
り
巻
く
運
河
沿
い
に
走
る
線
が
交
錯
す
る
よ

融

畷

一
一

‐
卜

画 一■

ほ
ぼ
神
戸
と
同
じ
。
最
近
は
、
コ
ン
ビ
ー
ノ
と
呼
ば
れ
る
Ｌ
Ｒ

Ｖ
が
大
量
に
導
入
さ
れ
、
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。
私

も
実
際
に
乗
っ
て
み
た
が
、
窓
が
大
き
く
低
床
な
の
で
目
線
が

低
く
、
街
中
を
歩
い
て
み
る
感
覚
で
楽
し
い
。
ま
た
、
線
路
内

は
、
自
動
車
の
通
行
は
可
だ
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
暗

黙
の
了
解
が
あ
る
の
か
、
ト
ラ
ム
優
先
の
感
じ
が
し
た
も
の
で

あ
る
。
狭
い
街
路
は
単
線
に
し
て
ゆ
き
違
い
運
転
を
し
、
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
し
て
自
動
車
は
通
行
さ
せ
ず
、
歩
行
者
天

国
に
な
っ
て
い
る
。
何
故
こ
ん
な
こ
と
が
日
本
で
で
き
な
い
の

か
。
あ
ま
り
に
も
自
動
車
中
心
の
〃
ま
ち
″
に
し
過
ぎ
た
嫌
い

が
あ
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
、
市
街
地
再

生
の
た
め
に
も
、
神
戸
か
ら
新
し
い
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

【
オ
ラ
ン
ダ
は
、
ヨ
ッ
ト
の
似
合
う
〃
ま
ち
“
】

マ
リ
ー
ナ
は
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
近
い
と
こ
ろ
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
と
言
っ
て
き
た
が
、
今
回
、
オ
ラ
ン
ダ
で
沢
山
の

運
河
を
見
て
き
て
思
う
こ
と
は
、
私
の
考
え
に
間
違
い
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
細
か
く
説
明
す
る
に
は
紙
面
が
足
り

な
い
の
で
省
略
す
る
が
、
基
本
的
に
人
の
呼
べ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
近
く
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
の

が
鉄
則
で
あ
る
。
今
度
の
オ
ラ
ン
ダ
の
旅
で
こ
の
こ
と
を
痛
い

ほ
ど
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

神
戸
の
マ
リ
ー
ナ
候
補
地
は
、
神
戸
港
の
第
一
突
堤
か
ら
第

四
突
堤
の
間
、
そ
れ
に
兵
庫
運
河
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
思
い
切
っ

て
兵
庫
運
河
の
両
端
を
跳
ね
橋
に
し
て
ヨ
ッ
ト
や
ク
ル
ー
ザ
ー

を
呼
び
込
ん
で
は
如
何
？
オ
ラ
ン
ダ
を
神
戸
港
活
性
化
の
お

手
本
と
し
て
考
え
て
は
ど
う
か
、
幹
線
道
路
に
跳
ね
橋
？
な

１
斗

毒
《
；
」
．
鼠
詐

う
に
敷
設
さ
れ

て
い
て
市
街
地

を
網
羅
し
て
い

る
。
人
口
は
一

五
○
万
人
と
い

う
こ
と
だ
か
ら
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■
北
斎
ミ
ス
テ
リ
ー
。
外
伝

敷
き
の
桝
席
や
、
桟
敷
席
な
ど
あ
り
、
天
井
に
は
百
五
十
六
個

も
の
吊
り
ち
ょ
う
ち
ん
が
華
や
か
。
し
か
し
照
明
は
ロ
ー
ソ
ク

（
仕
込
み
電
飾
）
の
他
は
、
一
切
自
然
光
線
を
と
り
入
れ
て
あ

り
、
見
る
か
ら
に
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

あ
た
か
も
弥
次
喜
多
の
気
分
に
さ
せ
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
だ
。
金
丸
座
は
ま
る
で
浮
世
絵
の
世

界
で
あ
る
。

某
月
某
日
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
は
る
ば
る
東
京
か
ら
金
丸

座
に
乗
り
込
ん
だ
の
は
『
写
楽
』
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
フ

ラ
ン
キ
ー
堺
さ
ん
ら
の
肝
い
り
で
、
映
画
の
製
作
総
指
揮
の
、

い
わ
ば
映
画
の
大
ス
ポ
ン
サ
ー
㈱
西
友
会
長
・
高
丘
季
昭
氏
ご

夫
妻
を
は
じ
め
、
有
名
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
社
長
ご
一
統
、
そ

の
他
銀
座
の
ピ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
社
長
夫
妻
ら
、
ご
家
族
、
奥
様

古
く
は
浪
曲
で
、
い
ま
は
Ｔ
Ｖ
・
映
画
・
演
劇
で
お
馴
染
の

「
森
の
石
松
代
参
」
で
知
ら
れ
た
金
毘
羅
さ
ん
。
旅
の
守
護
神
、

船
の
神
様
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
拝
殿
は
山
の
中

腹
に
あ
り
、
何
千
段
も
の
石
段
を
登
る
こ
と
で
有
名
で
、
江
戸

時
代
か
ら
全
国
の
参
詣
客
で
賑
わ
う
。

そ
の
参
道
の
ほ
ど
近
く
に
、
ロ
ケ
先
の
「
金
丸
座
」
は
あ
る
。

い
ま
は
、
「
こ
ん
ぴ
ら
大
歌
舞
伎
」
が
年
に
一
度
、
古
い
し
き

た
り
に
の
っ
と
っ
て
歌
舞
伎
が
興
行
さ
れ
る
。

「
金
丸
座
」
は
現
存
す
る
芝
居
小
屋
と
し
て
は
最
も
古
く
、

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
建
築
さ
れ
た
木
造
二
階
建
。
い
ま

は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
二
階
の
桟
敷
観
客

席
も
含
め
て
七
百
五
十
人
収
容
可
能
。
昔
は
千
人
以
上
も
詰
め

込
ん
だ
と
い
う
。
江
戸
時
代
の
芝
居
小
屋
の
遺
構
を
よ
く
伝
え
、

手
動
の
廻
り
舞
台
、
ス
ッ
ポ
ン
、
花
道
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
畳

映
画
「
写
楽
」
エ
キ
ス
ト
ラ
体
験

中
右
瑛

劣
二
鴻
仰
ソ
Ｃ

ち
＆
ん
ま
げ

エ
キ
ス
ト
ラ
と
は
い
う
も
の
の
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
丁
振

姿
、
大
島
田
姿
、
ド
ー
ラ
ン
の
顔
、
可
笑
し
い
や
ら
恥
か
し
い

や
ら
。
そ
れ
で
も
一
同
ソ
ワ
ソ
ワ
し
な
が
ら
お
化
粧
に
余
念
が

な
い
。白
髪
ま
じ
り
の
堂
を
出
さ
れ
、

「
ワ
シ
は
若
い
宴
が
よ
い
…
」

「
町
人
は
い
や
、
侍
の
童
に
し
て
く
れ
！
」

と
、
駄
々
を
こ
れ
る
人
も
い
た
り
し
て
、
カ
ッ
ラ
師
さ
ん
は
て

ん
て
こ
舞
。

「
セ
リ
フ
が
な
い
！
」
と
注
文
を
つ
け
た
り
、
大
騒
ぎ
。

あ
る
社
長
は
、
自
分
が
か
ぶ
る
童
の
裏
に
「
郷
ひ
ろ
み
」
と

サ
イ
ン
し
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
カ
ッ
ラ
師
さ
ん
日
く
、

方
、
そ
れ
に
加
え
て
、
西
友
所
属
の
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
者
の
谷
川

真
理
さ
ん
と
コ
ー
チ
、
映
画
製
作
関
係
者
ら
総
勢
別
名
程
の
一

行
に
、
私
ら
夫
婦
が
神
戸
か
ら
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
名
づ
け

て
「
写
楽
連
」
。

映
画
「
写
楽
」
が
金
丸
座
ロ
ケ
を
も
っ
て
ク
ラ
ン
ク
・
ア
ッ

プ
と
い
う
記
念
す
べ
き
日
に
、
「
写
楽
」
を
支
援
す
る
人
た
ち

で
椛
成
さ
れ
た
面
々
「
写
楽
連
」
ご
一
行
が
、
は
る
ば
る
か
け

つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
谷
川
真
理
さ
ん
の
映
画
出
演
に
待
っ
た
が
か
か
っ

た
。
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
の
は
陸
連
。
「
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
が

陸
上
以
外
の
公
の
も
の
に
出
演
す
る
の
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定

に
反
す
る
」
と
い
う
の
が
理
由
。
谷
川
真
理
さ
ん
は

「
せ
っ
か
く
金
丸
座
ま
で
来
た
の
に
…
」

美
し
い
町
娘
の
扮
装
ま
で
し
た
の
に
…
と
残
念
が
る
こ
と
し

こんびら大歌舞伎「金丸座」

1１０
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み
〃
，
．
－
ｒ
ノ
ミ
一
塞

霞
．
，
呼
妙
矛
。
ｉ

酔
仰
Ⅵ
鱈
。
ミ
、

Ⅷ
洲
Ｉ
詩
聯

畠.農要 ＝

「
わ
し
は
郷
ひ
ろ
み
や
」

と
大
の
ご
機
嫌
。

八
十
過
ぎ
の
白
髪
の
某
有
名
会
社
重
役
の
奥
様
は
、
大
島
田

姿
に
な
っ
た
ト
タ
ン
、
四
十
歳
も
若
返
り
、
お
ぼ
つ
か
な
い
足

元
も
シ
ャ
ン
と
立
ち
、
元
気
溌
刺
。

変
身
は
人
々
の
身
も
心
も
若
返
ら
せ
る
。
そ
ん
な
う
れ
し
い

気
分
に
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

一
同
、
不
安
と
緊
張
の
あ
と
、
人
さ
ま
ざ
ま
に
、
江
戸
町
人

に
見
事
に
変
身
し
た
の
で
あ
っ
た
。

貸
元
の
親
分
風
か
ら
、
色
街
の
旦
那
と
お
か
み
、
良
家
の
奥

様
と
娘
た
ち
、
と
扮
装
の
カ
ッ
ラ
、
キ
モ
ノ
と
そ
の
人
柄
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
に
変
わ
る
。
私
た
ち
は
大
家
風
の
夫
婦
と
い
う
い

で
た
ち
で
あ
る
。

ワ
イ
フ
は
、
こ
の
堂
は
頭
に
合
わ
な
い
…
と
く
や
し
が
る
こ

と
し
き
り
、
ワ
イ
フ
に
合
う
よ
う
な
大
き
な
髭
は
な
い
の
で
あ

る
。「
ヨ
ー
イ
、
ス
タ
ー
ト
」

篠
田
監
督
の
声
は
、
マ
イ
ク
を
通
し
て
金
丸
座
の
外
に
も
伝

わ
る
。
金
丸
座
の
周
囲
の
道
路
は
、
本
番
の
声
が
か
か
る
と
、

一
切
遮
断
す
る
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う
。
自
動
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
金
丸
座
の
内
部
に
ま
で
筒
抜
け
と
な
り
、
撮
影
に
支
障
を

き
た
す
か
ら
で
あ
る
。
本
番
と
も
な
る
と
全
員
が
緊
張
、
裏
方

も
大
変
で
あ
る
。

最
終
ロ
ケ
撮
影
は
、
金
丸
座
の
歌
舞
伎
シ
ー
ン
。
こ
の
映
画

の
見
所
の
ひ
と
つ
は
歌
舞
伎
シ
ー
ン
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
だ
。

、
，
，
五
代
目
市
川
団

卿
曇
一
瞬
雛
繍

者
地
元
エ
キ
ス
ト
ラ

剛
》
Ⅷ
Ｉ
溌
一
殿

「
こ
の
髪
は
郷
ひ
ろ
み
用
で
す
」

そ
れ
を
聞
い
て
、
小
踊
り
し
た
の
は
例
の
社
長
さ
ん
。
す
っ

か
り
二
枚
目
気
分
に
な
っ
て
、

I卿
Ｐ角

l●序
－句

一Ｊ

色､

用

雛修
一一

ｈ
・
９

雲
雲

矛
。
．

ま
。

1１

圃
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
ニ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神

戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動

美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際

浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
多
数

る
。
観
客
席
に
は
蔦
屋
重
三
郎
扮
す
る
フ
ラ
ン
キ
ー
堺
さ
ん
が

い
る
。
十
返
舎
一
九
の
片
岡
鶴
太
郎
さ
ん
が
い
る
。
喜
多
川
歌

麿
の
佐
野
史
郎
さ
ん
、
若
き
北
斎
の
新
人
・
永
沢
俊
矢
さ
ん
の

面
々
。
「
成
田
や
…
！
」

大
向
う
か
ら
声
が
か
か
る
。
熱
気
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
迫
力
。

小
屋
全
体
は
ゆ
れ
ん
ば
か
り
に
興
奮
す
る
。

Ｎ
Ｇ
も
た
び
た
び
あ
る
。
何
回
も
リ
ハ
ー
サ
ル
の
後
、
本
番

で
真
田
広
之
さ
ん
が
見
事
な
ト
ン
ボ
を
き
り
、
ほ
っ
と
し
た
の

も
束
の
間
、
見
学
者
の
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
や
り
直
し
、

と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ト
ン
ボ
を
見
事
に
や
り
遂
げ
た
真
田

さ
ん
の
気
落
ち
は
当
然
だ
が
、
見
て
い
る
我
々
も
ガ
ッ
カ
リ
。

篠
田
監
督
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン
グ
ル
で
フ
ィ
ル
ム
に
収
め

た
の
で
あ
る
。
撮
影
は
、
早
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
明
る
い
う
ち
に

取
り
行
な
う
。
ラ
イ
ト
も
余
り
使
わ
ず
、
自
然
光
線
が
唯
一
の

た
よ
り
と
い
う
実
に
前
代
未
聞
の
方
法
。
一
日
十
時
間
撮
影
し

て
も
、
使
え
る
フ
ィ
ル
ム
は
そ
の
内
の
た
っ
た
一
分
間
分
あ
る

か
な
い
か
、
だ
と
い
う
。

遂
に
最
終
ロ
ケ
は
終
っ
た
。
映
画
用
語
で
い
う
ク
ラ
ン
ク
・

ア
ッ
プ
で
あ
る
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
堺
さ
ん
は
川
島
雄
三
監
督

が
果
せ
な
か
っ
た
写
楽
映
画
化
の
夢
を
、
三
十
数
年
ぶ
り
に
実

現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
映
画
に
打
ち
込
む
活
き
活
き
と

し
た
フ
ラ
ン
キ
ー
さ
ん
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
フ
ラ
ン
キ
ー

さ
ん
の
役
者
ロ
マ
ン
を
感
じ
と
っ
た
。

思
っ
た
よ
り
温
厚
で
や
さ
し
い
篠
田
監
督
、
礼
儀
正
し
い
青

年
ス
タ
ー
真
田
広
之
さ
ん
。

ワ
イ
フ
は
、
美
し
い
岩
下
志
麻
さ
ん
と
一
緒
に
ス
ナ
ッ
プ
写

真
が
撮
れ
て
、
「
感
激
だ
わ
！
」
と
、
ミ
ー
ハ
ー
気
分
の
一
日

だ
っ
た
。

岩
下
志
麻
さ
ん
扮
す
る
お
か
ん
率
い
る
大
道
芸
人
の
集
団
が
、

そ
の
シ
ー
ン
を
じ
－
つ
と
見
つ
め
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
張

り
つ
め
た
場
面
。
そ
の
直
後
に
事
件
が
起
る
と
い
う
設
定
で
あ
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文
月
と
い
う
の
が
七
月
と
い
う
の
は
、
ご
存
じ
で
す
よ

ね
。
フ
ミ
ッ
キ
と
か
、
フ
ヅ
キ
と
読
み
ま
す
。
七
月
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
七
夕
に
託
し
て
、
人
々
が
文
を
し

た
た
め
る
の
で
文
月
と
申
す
の
で
あ
り
ま
す
な
。

天
保
三
年
（
１
８
３
２
）
に
速
見
春
暁
と
い
う
人
が
編

纂
し
た
『
大
日
本
年
中
行
事
大
全
』
と
い
う
和
書
に
よ
り

ま
す
と
、
畿
内
の
七
月
の
行
事
と
し
て
は
、

六
日
京
今
夜
児
童
色
紙
短
尺
に
歌
を
書
、
竹
竿
の

先
に
結
ひ
種
々
の
燈
龍
に
火
を
点
し
、
河
原
に
行
て
川
に

流
す
。
是
を
七
夕
お
く
り
と
い
ふ
。

浮
気
な
か
ば
に
付
け
る
文
月
、
折
に
ふ
れ
て
の
七
夕
客

も
、
盆
の
間
は
踊
り
か
こ
つ
け
、
娘
仲
居
を
口
説
き
取
る

の
が
音
頭
床
と
よ

七
夕
だ
か
ら
七
夕
の
話
、
と
い
う
の
も
我
な
が
ら
芸
が

な
い
気
も
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
一
月
か
ら
続
け
て
い
る

「
十
二
月
」
と
い
う
手
ま
り
歌
の
解
説
の
手
前
、
お
許
し

下
さ
れ
た
く
。
さ
っ
そ
く
七
月
の
項
を
見
ま
す
に
、
次
の

よ
う
な
歌
詞
で
ご
ざ
い
ま
す
。

２

七
日
内
七
夕
乞
巧
翼

十
三
日
京
今
日
よ
り
十
六
日
ま
て
市
中
孟
蘭
盆
会

を
修
す
。
法
華
宗
、
十
五
日
ま
で
。
京
王
子
祭
、
寺
中

十
二
坊
よ
り
踊
を
出
す
。

十
四
日
京
孟
蘭
盆
会

十
五
日
山
長
谷
岩
倉
花
園
燈
篭
踊
松
ヶ
崎
題
目

踊
畑
枝
の
地
蔵
祭
加
茂
念
仏
踊
鴫
原
太
夫
踊
今
夜

よ
り
八
月
一
日
ま
で

十
六
日
京
白
川
し
よ
が
い
な
踊
賀
茂
は
ね
そ
踊

と
い
う
ふ
う
な
行
事
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
右
記

の
歌
詞
と
つ
き
あ
わ
せ
れ
ば
、
な
ん
と
な
く
意
味
が
く
み

取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
乱
暴
に
解
釈
す
れ
ば
、

竹
竿
や
笹
に
短
冊
を
結
び
つ
け
る
の
に
か
け
て
、
付
け
文

を
し
て
女
を
引
っ
か
け
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

さ
て
七
夕
祭
り
が
現
在
の
姿
の
よ
う
に
落
ち
着
く
に
は
、

実
は
長
い
年
月
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
元
は
と
い
え

ば
中
国
の
行
事
で
、
こ
れ
が
乞
巧
翼
（
き
っ
こ
う
で
ん
）

と
い
っ
て
、
衣
服
や
書
物
の
虫
干
し
を
し
た
り
、
牽
牛
と

織
女
の
伝
説
に
あ
や
か
っ
て
人
々
が
願
い
事
を
す
る
日
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
乞
巧
と
い
う
の
は
技
巧
の
こ

■
み
だ
ら
夜
話
／
第
十
八
回

七
夕
祭
、
ソ

あ
さ
ぎ
ま
だ
ら

浅
黄
斑
八
作
家
Ｖ

い
ん
ど
う
と
お
る

絵
・
犬
童
徹神戸
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れ
て
し
ま
っ
た
。
鵠
の
架
け
橋
を
渡
っ
て
い
く
の
は
、
元

の
伝
説
と
は
違
い
、
彦
星
の
ほ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
二
星
と
か
二
つ
星
、
あ
る
い
は
夫
婦
星
と
か

星
の
契
り
、
な
ど
と
い
っ
た
俳
句
の
季
語
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
七
夕
伝
説
か
ら
き
た
牽
牛
星
と
織
女
星
の
こ
と

で
す
が
、
な
ん
と
二
星
さ
ん
と
い
う
変
わ
っ
た
苗
字
を
持

つ
方
が
神
戸
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
読
み
方
は
、
ど

う
や
ら
「
に
ぼ
し
」
と
い
う
ら
し
い
ん
で
す
が
、
七
夕
関

連
の
一
族
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
も
、
神
戸
市
西
区
櫨

谷
町
の
松
本
地
区
に
か
た
ま
っ
て
い
て
、
一
族
の
神
社
で

あ
る
二
星
神
社
と
い
う
も
の
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
見
学
に
出
か
け
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

由
来
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
全
国
に
二
百

五
十
戸
ほ
ど
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
だ
け
で
す
。

た
だ
先
に
書
い
た
冷
泉
家
に
伝
わ
る
祭
り
で
は
二
星
と
書

い
て
「
た
な
は
た
」
な
の
と
、
姓
氏
類
別
大
観
に
よ
る
と
、

天
武
天
皇
の
第
四
王
子
が
文
室
氏
の
姓
を
賜
わ
り
、
そ
の

流
れ
を
く
む
一
族
に
二
星
氏
が
見
え
ま
す
。
ど
な
た
か
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
れ
ば
、
あ
り
が
た
き
幸
せ
、
と
付
け

加
え
て
、
今
回
は
あ
ま
り
エ
ッ
チ
な
話
題
が
な
い
ま
ま
終

わ
り
ま
す
。蕊

回
浅
黄
斑
（
あ
さ
き
ま
だ
ら
）
推
理
作
家
。
一
九
四
六
年
神
戸

市
生
ま
れ
。
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
在
住
。
’
九
九
二
年
小
説
推

理
新
人
賞
、
一
九
九
五
年
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
大
賞
を
受
賞
。
日

本
文
芸
家
協
会
、
日
本
推
理
作
家
協
会
な
ど
に
所
属
す
る
と
と
も

に
、
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
関
西
支
部
長
。
「
き
ょ
う
も
風
さ
え
吹

き
す
ぎ
る
」
「
ち
よ
ん
が
れ
西
餌
」
「
走
る
死
体
」
「
神
戸
・
真
夏

の
雪
祭
り
殺
人
事
件
」
な
ど
著
書
多
数
。

1１３

と
で
、
中
国
で
も
韓
国
で
も
、
こ
の
日
、
女
性
た
ち
が
裁

縫
の
上
達
を
二
つ
の
星
に
願
う
の
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、

我
が
国
で
も
機
織
り
を
意
味
す
る
棚
機
（
た
な
ば
た
）
が

七
夕
の
読
み
と
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
要
素
が
く
っ
つ
い
て

い
っ
た
結
果
、
や
れ
京
都
の
冷
泉
家
の
和
歌
上
達
行
事
と

か
、
や
れ
交
野
市
に
あ
る
星
田
神
社
こ
そ
が
、
七
夕
祭
り

発
祥
の
元
祖
で
あ
る
と
か
、
今
と
な
っ
て
は
、
な
に
が
な

に
や
ら
分
か
り
ま
せ
ん
で
す
な
。

た
だ
ひ
と
つ
確
か
な
こ
と
と
言
え
ば
、
牽
牛
と
織
女
の

伝
説
だ
け
で
、
元
は
夫
婦
だ
っ
た
二
人
が
天
帝
を
怒
ら
せ

て
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
年
に
一
度
だ
け
会
う

こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
お
話
は
小
さ
な
子
供
で
も
知
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
伝
説
が
中
国
か
ら
日
本
に
入
っ
て
き
た

の
は
奈
良
時
代
で
、
こ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
話
は
大
い
に

日
本
人
に
受
け
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
広
ま
っ
た
わ
け
で

す
。
で
も
、
正
直
な
と
こ
ろ
を
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
ば
か

り
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

牽
牛
星
と
い
う
の
は
、
わ
し
座
の
主
星
で
ア
ル
タ
イ
ル
、

日
本
で
は
彦
星
と
呼
ば
れ
ま
す
。
一
方
、
織
女
星
は
琴
座

の
主
星
で
あ
る
ベ
ガ
で
す
が
、
旧
暦
の
七
月
七
日
ご
ろ
、

こ
の
二
星
を
隔
て
る
天
の
川
に
白
鳥
座
が
大
き
く
羽
を
広

げ
て
、
あ
た
か
も
橋
を
架
け
た
よ
う
に
見
え
る
。
伝
説
で

は
、
こ
の
白
鳥
座
は
カ
サ
サ
ギ
（
鵠
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
て
、
こ
の
鵠
の
架
け
橋
を
織
女
が
華
麗
な
車
に
乗
っ

て
押
し
渡
り
、
威
風
堂
々
の
牽
牛
の
元
へ
ｌ
と
い
う
の

が
、
元
々
の
中
国
の
伝
説
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
物
語
の

主
役
は
織
女
な
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
日
本
の
習
俗
に
は
、
ち
ょ
っ
と
合

わ
な
い
。
ひ
た
す
ら
亭
主
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
女
房
、

と
い
っ
た
悲
恋
物
語
が
日
本
人
の
好
み
で
あ
り
ま
す
か
ら

し
て
、
つ
い
に
は
、
主
役
は
彦
星
と
い
う
ふ
う
に
変
え
ら
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「
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
ん
だ
ら
、
店

は
繁
盛
す
る
。
最
初
は
、
ど
ん
な
客
で
も
え
え
か
ら
来
て

欲
し
い
と
思
て
る
筈
や
。
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
ん
だ
ら

大
丈
夫
や
。
そ
や
け
ど
店
が
調
子
よ
う
に
行
き
始
め
た
ら
、

あ
の
客
は
好
か
ん
、
こ
の
人
は
嫌
や
と
、
店
の
方
で
選
ぶ

よ
う
に
な
り
よ
る
ん
や
。
そ
れ
が
こ
の
喫
茶
店
ち
ゅ
う
商

売
な
ん
や
」

開
店
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
下
さ
っ
た
お
客
さ
ん
が
い
た
の
を
、
十
六
年
経
っ
た
今

も
わ
た
し
は
忘
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
正
直
言
っ
て
、

■
連
載
エ
ッ
セ
ー
／
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
ブ
の
耳
⑳

４

二
度
と
来
て
ほ
し
く
な
い
人
と
い
う
の
も
、
や
は
り
あ
る

の
で
あ
る
。

先
日
の
こ
と
、
パ
ー
ト
の
久
保
田
さ
ん
が
、
薄
汚
れ
た

裸
の
子
ど
も
の
手
を
引
い
て
出
勤
し
て
来
て
驚
い
た
。
お

し
め
を
し
た
だ
け
の
二
歳
ぐ
ら
い
の
男
の
子
で
あ
る
。
久

保
田
さ
ん
、
や
さ
し
い
人
な
の
だ
。
そ
こ
の
信
号
の
所
で

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
た
か
ら
危
な
い
と
思
っ
て
、
と
。

名
前
も
何
も
言
わ
な
い
。
泣
き
も
し
な
い
。
話
し
か
け

る
と
、
こ
ち
ら
の
顔
を
シ
ロ
ッ
と
見
る
だ
け
で
ま
る
で
無

関
心
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
お
や
つ
を
あ
げ
る
と
、
お
腹
が

蕪
：
熱
い

出
石
ア
カ
ル

絵
・
菅
原
洗
人

題
字
・
六
車
明
峰
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主
婦
が
小
さ
な
子
ど
も
を
放
っ
た
ら
か
し
て
、
朝
か
ら

テ
レ
ビ
と
は
、
と
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
。
子
ど
も

は
と
い
う
と
、
母
親
の
姿
を
見
て
も
泣
き
も
せ
ず
、
駆
け

寄
る
訳
で
も
な
く
、
や
は
り
シ
ラ
ッ
と
し
た
顔
で
何
事
で

も
な
い
。
わ
た
し
が
不
思
議
そ
う
に
し
て
い
る
と
、
こ
の

母
親
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
言
っ
た
。

「
う
ち
は
い
つ
も
放
し
飼
い
に
し
て
ま
す
か
ら
」
と
平
然

で
あ
る
。
ど
う
も
常
習
犯
ら
し
い
。
子
ど
も
を
抱
こ
う
と

も
し
な
い
。
お
巡
り
さ
ん
を
含
め
、
取
り
囲
ん
だ
わ
た
し

た
ち
は
唖
然
、
呆
然
で
あ
る
。
虐
待
よ
り
ま
し
と
は
い
え
、

二
歳
の
わ
が
子
を
「
放
し
飼
い
」
と
は
。

さ
ら
に
、
わ
た
し
の
こ
め
か
み
を
ひ
く
つ
か
せ
る
言
葉
。

「
後
で
財
布
持
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
み
に
来
ま
す
」

と
、
こ
の
店
の
売
上
に
協
力
し
て
や
る
と
い
う
態
度
。

Ｇ
●

「
コ
ー
ヒ
ー
で
も
」
と
は
な
に
ご
と
か
！

「
来
ん
と
い
て
！
邪
魔
に
な
る
か
ら
来
て
い
ら
ん
」
と
、

わ
た
し
は
思
わ
ず
叫
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
と
ん
だ
親
が
い
る
も
の
だ
。
こ
ん
な
人
に
は
、

二
度
と
こ
の
店
に
出
入
り
し
て
欲
し
く
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
「
放
し
飼
い
」
と
い
う
言
葉
、
念
の
た
め
に

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
引
い
て
み
る
と
、
本
来
の
意
味

の
他
に
「
子
ど
も
な
ど
を
放
任
し
て
お
く
こ
と
」
と
あ
り
、

使
用
例
と
し
て
、
「
叔
母
さ
ん
叔
母
さ
ん
、
お
勢
さ
ん
を

放
飼
は
い
け
な
い
よ
」
（
二
葉
亭
四
迷
・
浮
雲
）
他
が
出

て
い
て
驚
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
辞
書
に
載
せ
る
な
よ
、
と

思
っ
て
し
ま
う
。
わ
た
し
は
好
か
ん
。

い
ず
し
・
あ
か
る
湘
年
兵
庫
県
生
ま
れ
ｃ
一
‐
風
媒
花
」
「
火
隔
日
」
同
人
ｃ
兵
庫
県

現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
（
編
集
工
房
ノ
ア
刊
）
に
て
、

２
０
０
２
年
度
第
訓
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。

５

空
い
て
い
た
の
か
、
パ
ク
パ
ク
と
よ
く
食
べ
る
。
ミ
ル
ク

も
飲
む
。
無
邪
気
な
も
の
で
あ
る
。
恥
ず
か
し
が
り
も
怖

が
り
も
し
な
い
。
何
と
も
不
思
議
な
子
ど
も
で
あ
る
。
こ

の
辺
り
で
は
見
た
こ
と
が
な
い
子
だ
。
警
察
に
電
話
し
て

来
て
も
ら
う
し
か
な
い
。

店
に
見
え
る
お
客
さ
ん
が
、
面
白
が
っ
て
次
々
と
相
手

に
な
っ
て
い
る
。
裸
の
ま
ま
に
は
し
て
お
け
な
い
の
で
、

家
内
が
う
ち
の
子
の
昔
の
お
古
を
探
し
出
し
て
き
て
着
せ

て
や
る
。
見
違
え
る
よ
う
に
可
愛
く
な
る
。
椅
子
に
座
ら

せ
る
と
、
足
を
宙
に
ブ
ラ
ン
ブ
ラ
ン
さ
せ
て
遊
ん
で
い
る
。

隣
に
座
っ
て
や
る
と
、
わ
た
し
は
昔
を
思
い
出
し
て
し
ま
っ

た
。「

お
家
に
帰
り
た
い
や
ろ
？
」
と
言
う
と
、
即
座
に
首
を

横
に
振
っ
て
「
い
や
っ
」
と
言
う
。
家
出
し
て
来
た
の
だ

ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
捨
て
子
か
、
と
思
っ
た
り
す
る
。

「
捨
て
子
や
っ
た
ら
、
う
ち
で
育
て
よ
か
？
」
と
、
半
分

本
気
で
家
内
と
話
し
た
り
し
て
た
ら
、
お
巡
り
さ
ん
が
そ

こ
ら
辺
り
を
聞
き
込
み
し
て
、
母
親
を
捜
し
出
し
て
来
て

し
ま
っ
た
。
わ
た
し
は
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
で
あ
る
。

お
巡
り
さ
ん
に
も
厳
し
く
叱
ら
れ
た
母
親
で
あ
る
が
、

礼
と
詫
び
を
言
う
の
か
と
思
い
き
や
、
ふ
て
腐
れ
た
態
度

で
あ
る
。
髪
の
毛
も
乱
れ
た
ま
ま
で
、
い
か
に
も
不
精
者

と
い
っ
た
風
体
。

家
は
、
広
い
バ
ス
通
り
の
信
号
を
二
つ
も
越
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
二
歳
の
子
ど
も
が
一
人
で
や
っ
て

来
れ
る
場
所
で
は
な
い
。
危
険
極
ま
り
な
い
。

「
何
し
て
た
ん
で
す
か
？
」
と
詰
問
す
る
と
、
テ
レ
ビ
を

見
て
い
た
と
、
ま
る
で
楽
し
み
の
邪
魔
を
さ
れ
た
と
言
わ

ん
ば
か
り
。
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大
正
一
二
年
九
月
一
日
午
前
一
一
時
五
八
分
。
伊
豆
大

島
付
近
の
海
中
に
発
し
た
地
震
は
、
東
京
湾
、
相
模
湾
一

帯
に
激
震
を
与
え
た
。
正
午
近
く
の
災
害
と
言
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
各
所
で
火
の
手
が
上
が
り
東
京
は
七
割
、
横
浜

は
六
割
が
消
失
。
沿
岸
海
底
の
地
形
は
大
き
く
変
わ
り
、

死
傷
者
は
一
四
万
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。
世
に
言
う
「
関
東

大
震
災
」
で
あ
る
。
休
六
が
手
に
し
た
号
外
は
、
ま
さ
に

こ
の
大
災
害
の
第
一
報
で
あ
っ
た
。

「
こ
…
こ
れ
は
、
な
ん
て
こ
と
だ
」
休
六
は
出
す
つ
も
り

で
あ
っ
た
父
へ
の
手
紙
を
懐
に
ぐ
い
と
し
ま
う
と
、
全
速

力
で
ホ
テ
ル
へ
駆
け
て
い
っ
た
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
良
い
も
の
か
。
薩
摩
隼
人
が
命

を
か
け
て
立
ち
上
げ
た
日
の
本
が
、
た
っ
た
一
日
で
こ
の

有
様
だ
。
な
ん
て
こ
と
だ
…
な
ん
て
我
々
は
非
力
な
の
だ
。

近
代
日
本
も
こ
れ
じ
ゃ
砂
上
の
楼
閣
で
は
な
い
か
」

号
外
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
銀
座
・
浅
草
・
新
吉
原
の
惨

状
や
う
ず
た
か
く
つ
ま
れ
た
死
体
の
山
の
写
真
。
休
六
は

走
り
な
が
ら
ぎ
ゅ
っ
と
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
頭
を
左
右
に
激

し
く
振
っ
た
。
説
明
の
付
か
な
い
憤
り
や
焦
り
の
よ
う
な

も
の
が
止
め
ど
な
く
胸
の
う
ち
か
ら
溢
れ
出
て
き
た
。
今

に
も
大
声
で
何
か
を
叫
び
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
何
も
声

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

「
ど
な
い
し
た
ん
。
落
ち
着
い
て
、
さ
あ
、
こ
っ
ち
に
来

よ
し
」
と
寿
美
子
は
息
せ
き
切
っ
て
飛
び
込
ん
で
き
た
休

六
を
、
客
の
目
に
付
か
な
い
よ
う
に
店
の
奥
へ
と
引
き
入

れ
た
。
こ
の
頃
で
は
す
で
に
休
六
も
店
の
名
物
男
と
な
っ

て
い
た
の
だ
が
、
今
の
様
子
は
た
だ
ご
と
で
は
な
か
っ
た
。

「
大
変
で
す
！
さ
…
砂
上
の
楼
閣
に
い
る
ん
で
す
！
そ
い

つ
が
崩
れ
た
ん
で
す
！
」

「
何
を
訳
の
分
か
ら
な
ん
こ
と
を
言
う
て
る
の
」

「
こ
れ
を
見
て
下
さ
い
！
こ
れ
を
！
」
と
休
六
は
か
た
く

握
り
し
め
た
号
外
を
寿
美
子
に
渡
し
た
。
寿
美
子
は
い
ぶ

か
し
げ
に
そ
れ
を
手
に
取
る
と
、
し
ば
ら
く
黙
っ
て
読
ん

だ
。「
お
や
ま
あ
、
こ
り
や
え
ら
い
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
！
ち
ょ
っ

と
！
」
寿
美
子
は
号
外
を
も
っ
て
夫
や
職
人
の
と
こ
ろ
へ

駆
け
て
い
っ
た
。

そ
れ
以
来
こ
の
日
は
地
震
の
こ
と
で
話
し
が
も
ち
き
り

で
あ
っ
た
。
客
も
、
ベ
ル
ボ
ー
イ
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
従

業
員
も
よ
る
と
さ
わ
る
と
地
震
の
話
題
。
夕
方
頃
に
は
そ

の
話
し
が
だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
り
中
に
は
「
こ
れ
は
地

震
な
ん
か
と
違
う
ら
し
い
で
。
な
ん
で
も
仕
事
を
な
く
し

た
朝
鮮
人
が
暴
動
を
起
こ
し
た
つ
ち
ゅ
う
や
な
い
か
。
首

都
を
た
た
き
つ
ぶ
し
て
ク
ー
デ
タ
で
も
起
こ
す
気
や
な
い

か
」
な
ど
と
言
い
出
す
者
も
出
て
き
た
。

「
ほ
な
何
か
い
な
、
今
ま
で
無
駄
に
税
金
食
ろ
う
と
っ
た

軍
人
も
そ
ろ
そ
ろ
出
番
や
な
」

「
あ
ほ
、
滅
多
な
こ
と
言
う
も
ん
や
な
い
。
そ
れ
よ
り
も

今
帝
都
は
敵
の
巣
窟
や
。
ど
う
や
っ
て
同
胞
を
助
け
る
か

が
先
決
や
な
」

そ
ん
な
言
葉
が
飛
び
交
う
中
、
休
六
は
浮
か
ぬ
顔
で
、

じ
っ
と
職
人
さ
ん
の
髪
を
切
る
い
つ
も
の
風
景
を
見
て
い

た
。
午
後
七
時
を
ま
わ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
店
じ
ま
い
を
し
よ

う
と
い
う
時
分
に
な
っ
て
、
久
々
に
大
沢
大
勝
が
店
に
顔

を
出
し
た
。

「
お
う
休
六
、
元
気
に
し
て
る
か
」

「
元
気
に
な
ん
て
し
て
ら
れ
る
も
の
で
す
か
。
大
沢
さ
ん

も
ご
存
じ
で
し
よ
、
東
京
が
や
ら
れ
た
っ
て
」

「
あ
た
り
ま
え
や
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と
知
ら
ん
で
商
売

で
き
る
か
い
な
。
で
、
そ
れ
が
ど
な
い
し
て
ん
。
お
前
が

へ
こ
む
こ
と
な
い
や
ろ
」

「
い
や
、
へ
こ
み
ま
す
よ
。
だ
っ
て
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す

７
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休
六
は
興
味
な
さ
そ
う
に
た
め
息
を
つ
く
と
「
そ
れ
は

火
事
場
泥
棒
と
い
う
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と
吐
き
捨
て

る
よ
う
に
言
っ
た
。
大
沢
は
平
然
と
頭
を
縦
に
何
度
も
振
っ

た
。

「
そ
う
か
も
知
れ
ん
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ぞ
。

現
地
に
は
難
儀
し
て
い
る
人
も
多
か
ろ
う
。
多
分
家
を
失

い
、
家
族
を
失
っ
た
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
西
へ
逃
げ
て
く

る
。
し
か
し
話
し
に
よ
る
と
東
京
、
横
浜
の
交
通
網
は
ま

ず
使
い
物
に
な
ら
ん
ら
し
い
。
横
浜
港
で
人
を
乗
せ
、
清

水
あ
た
り
で
降
ろ
す
。
そ
こ
ま
で
く
れ
ば
列
車
で
い
け
る

か
ら
な
。
海
軍
が
直
に
船
を
動
か
す
と
は
思
う
が
…
な
に
、

国
の
や
る
こ
っ
ち
ゃ
。
一
週
間
は
か
か
る
や
ろ
。
そ
ん
な

こ
と
で
は
助
か
る
も
ん
も
助
か
ら
ん
。
荷
物
と
一
緒
に
人

も
助
け
る
…
こ
れ
も
日
本
人
の
商
売
人
魂
や
ね
。
も
し
休

六
の
言
う
通
り
、
文
明
文
化
と
い
う
も
の
が
も
ろ
い
も
の

だ
と
し
て
も
、
こ
の
民
族
に
は
心
意
気
と
い
う
も
ん
が
あ

る
。
金
儲
け
一
つ
と
っ
て
も
打
算
や
な
い
、
人
と
人
と
の

心
の
問
題
や
と
い
う
心
意
気
が
あ
る
ん
や
。
こ
れ
が
無
く

な
る
こ
と
の
方
が
わ
し
は
怖
い
」

実
際
、
関
東
大
震
災
に
お
い
て
そ
の
被
害
の
拡
大
を
食

い
止
め
た
の
は
、
人
々
の
自
己
犠
牲
と
も
言
え
る
助
け
合

い
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
被
災
地
で
家
屋

が
倒
壊
し
た
直
後
、
火
の
手
が
回
っ
て
き
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ま
ず
は
隣
家
で
生
き
埋
め
に
な
っ
て
い
る
人
々

を
何
人
も
助
け
、
そ
の
後
で
自
分
の
家
よ
り
行
李
一
個
を

抱
え
て
飛
び
出
す
人
が
何
人
も
い
た
。
救
出
は
し
た
も
の

の
母
親
が
意
識
不
明
で
、
子
供
が
一
人
泣
き
叫
ん
で
い
る
…

そ
ん
な
場
合
は
、
「
こ
の
ま
ま
こ
の
子
が
一
人
に
な
っ
て

は
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
母
親
に
人
工
呼
吸
や
水
を
か
け
る

な
ど
し
て
、
数
人
が
か
り
で
蘇
生
を
試
み
た
。
隣
家
の
子

供
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
て
も
、
「
ご
主
人
が
帰
っ
て

８

か
。
僕
は
今
、
今
後
の
日
本
の
こ
と
を
考
え
、
何
を
も
た

ら
す
べ
き
か
…
自
分
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
て
い
る
わ

け
で
し
よ
。
こ
こ
に
こ
う
や
っ
て
居
候
を
決
め
込
ん
で
い

る
の
も
、
こ
こ
が
西
洋
の
文
化
に
一
番
近
い
と
こ
ろ
に
あ

る
か
ら
な
ん
で
す
よ
。
で
も
ね
、
ど
れ
だ
け
修
行
を
し
、

ど
れ
だ
け
自
分
の
考
え
る
べ
き
こ
と
を
考
え
、
こ
の
国
に

新
し
い
文
化
を
持
ち
込
ん
だ
と
し
て
、
こ
ん
な
に
も
も
ろ

く
崩
れ
て
し
ま
う
な
ら
…
一
体
、
僕
が
今
頭
を
悩
ま
し
て

い
る
問
題
は
、
ど
こ
に
答
え
を
見
い
だ
す
べ
き
だ
と
言
う

の
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
に
も
空
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。

東
京
は
一
日
に
し
て
出
来
た
都
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
人
の
生
命
を
飲
み
込
ん
で
立
ち
上
が
っ
た
都
市
な
ん
で

す
。
そ
れ
が
…
た
っ
た
一
瞬
で
…
」

大
沢
は
ご
ほ
ん
と
咳
払
い
を
ひ
と
つ
す
る
と
、
休
六
の

横
に
腰
掛
け
て
煙
草
に
火
を
つ
け
た
。

「
な
あ
休
六
。
確
か
に
お
前
の
言
う
通
り
か
も
し
れ
ん
。

わ
し
は
日
本
の
将
来
と
か
文
化
と
か
、
そ
ん
な
難
し
い
こ

と
は
考
え
ん
が
、
お
前
の
気
持
ち
も
分
か
ら
ん
わ
け
で
は

な
い
。
で
も
な
…
も
し
、
お
前
が
わ
し
の
会
社
の
部
下
や
っ

た
ら
は
り
倒
し
て
る
と
こ
ろ
や
。
え
え
か
、
お
前
に
今
日

一
日
わ
し
が
な
に
を
し
て
い
た
か
想
像
が
つ
く
か
」

休
六
は
黙
っ
て
首
を
横
に
振
っ
た
。

「
わ
し
は
今
日
自
分
の
船
を
横
浜
に
向
け
て
十
股
出
し

た
。
現
地
を
直
接
社
員
に
見
て
こ
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
目

的
で
も
あ
る
け
ど
…
も
し
ほ
ん
ま
に
東
京
・
横
浜
が
壊
滅

状
態
や
っ
た
ら
、
本
来
そ
こ
で
取
引
さ
れ
る
は
ず
の
も
ん

が
、
山
ほ
ど
宙
に
浮
い
て
る
こ
と
に
な
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
捨
て
値
で
で
も
誰
か
に
引
き
取
っ
て
欲
し
い
も
ん
が

ざ
く
ざ
く
あ
る
は
ず
や
。
と
な
れ
ば
…
今
後
神
戸
の
動
き

も
激
し
ゅ
う
な
る
。
じ
っ
と
し
て
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
や

な
い
か
」
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画
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巷
孔
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０
Ｑ
１
０
ｑ
、
０
Ｊ
“
宝§

鴬
「

ｈ
ｌ
Ｂ

〔

、

一

き
て
い
な
い
の
に
、
こ
の
ま
ま
焼
け
て
し
ま
っ
て
は
気
の

毒
だ
」
と
火
の
手
の
回
っ
て
い
な
い
草
原
に
運
ん
で
行
っ

た
。
み
な
食
べ
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た

が
、
少
し
で
も
余
裕
の
あ
る
人
は
飯
を
炊
き
、
に
ぎ
り
め

し
を
作
っ
て
皆
に
配
っ
た
。
怪
我
人
を
か
か
え
て
い
る
被

災
者
の
か
わ
り
に
市
役
所
に
行
っ
て
何
時
間
も
並
び
、
船

で
横
浜
を
離
れ
る
た
め
の
書
類
を
も
ら
っ
て
や
っ
た
人
も

少
な
く
な
い
。
列
車
で
逃
げ
て
く
る
被
災
者
を
、
各
駅
で

青
年
団
が
む
か
え
に
ぎ
り
め
し
や
水
な
ど
を
与
え
て
慰
め

た
。
大
沢
の
と
っ
た
行
動
も
、
当
時
と
し
て
は
ご
く
常
識

的
な
範
購
の
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ

》
》

当≦

凹
陛

９

： 了弓つ

iMjI
ば
こ
の
時
代
の
企
業
人
に
は
日
本
人
独
特
の
「
不
文
律
」
、

「
美
し
き
大
和
魂
」
と
で
も
言
え
る
も
の
が
、
多
く
の
人

の
血
に
脈
々
と
流
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
そ
れ
か
ら
二
週
間
が
過
ぎ
よ
う
と
い
う
頃
。
朝

早
く
に
休
六
は
寿
美
子
の
部
屋
に
呼
ば
れ
た
。
部
屋
に
入

る
と
そ
こ
に
は
既
に
先
客
が
あ
っ
た
。
大
沢
で
あ
る
。

「
休
六
、
ち
ょ
っ
と
相
談
や
け
ど
…
お
前
、
こ
の
機
械
、

ど
う
思
う
」

そ
う
い
っ
て
寿
美
子
が
指
さ
し
た
先
に
は
銀
色
に
光
る

一
メ
ー
ト
ル
半
ほ
ど
の
い
か
め
し
い
機
械
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
ま
る
で
モ
ッ
プ
を
逆
さ
ま
に
し
た
よ
う
な
形
状
で
、

Ｆ
再
・
し

。
Ｉ
Ｌ
Ｐ
、
守
口
、

闇

唾
ユ
幸

魚
‘円

雲 霊毒
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､ﾐミ

す
ら
り
と
長
い
金
属
の
細
い
円
柱
の
先
に
大
き
な
円
盤
が

つ
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
た
こ
足
の
よ
う
に
黒
い
紐
が
何

本
も
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
理
髪
に
は
関
係
の

な
さ
そ
う
な
こ
の
機
械
を
休
六
は
じ
っ
と
晩
み
付
け
て
い

た
が
、
こ
れ
が
何
の
役
に
立
つ
も
の
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
見

当
も
つ
か
な
か
っ
た
。

「
ど
う
…
っ
て
お
内
儀
。
こ
れ
は
一
体
全
体
…
」

室謹星

iｉＩ
髭

ﾘル

ぽ
は
は
は
は
っ
」
と
大
声
で
笑
っ
た
の
は
大
沢
だ
っ
た
。

「
い
や
、
思
っ
た
と
お
り
の
反
応
を
し
て
く
れ
る
と
、
こ

れ
ほ
ど
お
も
ろ
い
こ
と
は
な
い
。
さ
す
が
の
休
六
に
も
こ

い
つ
が
何
か
分
か
ら
ん
か
、
こ
り
や
愉
快
や
」

「
大
沢
さ
ん
、
意
地
悪
を
言
っ
て
な
い
で
教
え
て
下
さ
い

よ
。
こ
れ
も
そ
の
…
震
災
現
地
の
戦
利
品
で
す
か
」
休
六

は
少
し
ふ
く
れ
っ
面
を
し
な
が
ら
大
沢
に
尋
ね
た
。

2０
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２

「
そ
う
で
す
、
そ
れ
故
に
こ
の
機
械
を
使
っ
て
み
た
い
の

で
す
。
お
内
儀
は
職
人
に
負
担
は
な
い
と
仰
る
が
、
一
度

こ
の
機
械
を
店
に
入
れ
れ
ば
、
き
っ
と
使
う
こ
と
も
多
く

な
り
、
職
人
さ
ん
は
ま
た
新
し
い
こ
と
を
勉
強
し
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
不
満
も
出
て
き
ま

す
」「
で
も
、
お
前
み
た
い
な
理
髪
の
素
人
が
使
う
て
、
お
客

さ
ん
に
も
し
も
不
都
合
が
出
た
場
合
は
ど
な
い
す
る
つ
も

り
や
」
「
だ
か
ら
…
こ
の
機
械
の
使
い
方
を
し
っ
か
り
勉
強
す
る

ん
で
す
。
見
た
と
こ
ろ
こ
の
機
械
に
は
カ
ミ
ソ
リ
も
バ
リ

カ
ン
も
鉄
も
必
要
な
さ
そ
う
で
す
し
…
も
し
か
し
た
ら
、

こ
れ
は
理
髪
と
は
全
く
違
っ
た
髪
の
毛
の
分
野
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
お
内
儀
も
仰
る
と
お
り
、
さ
ほ
ど
お
客
も

い
な
い
の
な
ら
、
ま
ず
は
じ
っ
く
り
勉
強
し
希
望
者
に
た

め
し
て
み
る
…
例
え
ば
ま
ず
は
お
内
儀
と
か
」

「
い
や
や
！
も
う
、
大
沢
さ
ん
、
な
ん
と
か
言
う
て
下
さ

い
な
」そ
の
後
も
商
談
は
そ
っ
ち
の
け
で
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の

談
笑
が
続
い
た
。
休
六
は
そ
の
間
も
じ
っ
と
機
械
を
見
つ

め
て
い
た
。
そ
し
て
心
の
中
で
静
か
に
つ
ぶ
や
い
た
。

「
男
主
体
の
サ
ロ
ン
は
も
う
終
わ
り
だ
。
女
が
輝
く
時
代

を
こ
の
国
も
迎
え
る
べ
き
な
ん
だ
」
と
。

心
回
中
野
順
哉
（
な
か
の
じ
ゅ
ん
や
）

一
九
七
○
年
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
文
学
部
フ
ラ

ン
ス
文
学
科
卒
業
。
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
代
表
代
行
。

上
方
講
談
の
作
家
で
も
あ
り
、
す
で
に
二
十
を
超
え

る
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。

三
ま
あ
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
な
。
こ
い
つ
は
な
、
パ
ー
マ

ネ
ン
ト
機
と
い
う
も
ん
や
」

「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
？
そ
れ
何
で
す
か
」

「
そ
ん
な
も
ん
わ
し
が
知
る
か
い
な
。
で
も
な
西
洋
人
の

話
に
よ
る
と
、
ど
う
や
ら
向
こ
う
で
は
ご
く
ご
く
当
た
り

前
の
髪
型
の
こ
と
ら
し
い
ぞ
。
ほ
ら
、
こ
の
ホ
テ
ル
で
も

よ
う
さ
ん
い
る
や
な
い
か
。
外
人
で
、
頭
ち
り
ち
り
に
し

て
る
女
」

「
あ
あ
…
え
？
あ
の
髪
型
は
こ
ん
な
機
械
で
つ
く
る
も
ん

な
ん
で
す
か
」

「
そ
う
や
な
い
」
今
度
は
寿
美
子
が
口
を
挟
ん
だ
。
「
パ
ー

マ
ネ
ン
ト
と
い
う
の
は
こ
ん
な
機
械
で
つ
く
る
の
で
は
の

う
て
、
職
人
が
手
作
業
で
髪
の
毛
に
カ
ー
ル
を
つ
く
る
ん

ゃ
と
聞
い
て
る
。
こ
こ
に
来
る
西
洋
の
お
客
さ
ん
か
ら
も

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
は
出
来
な
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
は

あ
る
。
そ
れ
が
機
械
で
出
来
る
の
や
っ
た
ら
、
職
人
に
負

担
も
か
か
ら
ん
し
…
便
利
と
い
え
ば
便
利
や
け
れ
ど
…
で

も
ま
あ
、
こ
ん
な
東
の
端
に
ま
で
き
て
、
わ
ざ
わ
ざ
自
慢

の
髪
の
毛
を
あ
ず
け
る
夫
人
も
少
な
い
。
大
抵
は
紳
士
の

来
る
と
こ
ろ
や
か
ら
…
よ
っ
ぽ
ど
長
く
滞
在
す
る
ご
婦
人

し
か
、
こ
の
店
に
は
来
な
い
で
し
よ
。
半
端
な
額
の
機
械

で
も
な
い
し
な
ぁ
」

休
六
は
急
に
黙
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
じ
っ
と
目
を
つ
ぶ

る
と
し
ば
ら
く
石
の
よ
う
に
考
え
始
め
た
。

「
お
や
ま
あ
、
い
つ
も
の
病
気
が
は
じ
ま
っ
た
」
と
寿
美

子
は
た
め
息
を
漏
ら
す
と
、
大
沢
と
顔
を
合
わ
し
て
く
す

り
と
笑
っ
た
。
そ
し
て
待
つ
こ
と
五
分
。
休
六
は
突
然
ぱ
っ

ち
り
と
目
を
あ
け
る
と
ま
つ
す
ぐ
に
寿
美
子
の
目
を
見
た
。

「
お
内
儀
、
こ
の
機
械
、
私
に
使
わ
せ
て
頂
け
ま
せ
ん
か
」

「
え
？
そ
や
か
て
お
前
、
理
髪
の
勉
強
な
ん
か
今
ま
で
一

つ
も
し
て
へ
ん
や
な
い
か
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■プレゼントメイトヘのご応募は…

ハガキ・ＦＡＸに、希望する

プレゼント名・郵便番号・住

所・氏名・年齢・職業・電話

番号・今月号の感想を明記の

上、下記宛先にお送り下さい。

なお、商品の発送をもって発

表にかえさせていただきます。

応募宛先〒６５０－０００１神戸市

中央区下山手通2-13-3建創ピ

ル401（有）月刊神戸っ子プ

レゼント係

TEL・O78-331-2246

RAX、078-331-2795

小磯良平「人間の壁」第46回1957年

画芸術)」1665／66年頃ヨハネス･フェルメール「画家のアトリエ（絵

◎KunsthistorischesMuseumWine

］

41目

☆
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
「
画
家
の
ア

ト
リ
エ
」
栄
光
の
オ
ラ
ン
ダ
。

フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
展

祉
星
里
ｖ
薄
物
館
で
峰
ゥ
イ
ー

ン
美
術
史
美
術
館
所
蔵
の
絵
画

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
班
。
Ⅳ

世
紀
の
フ
ラ
ン
ド
ル
・
オ
ラ
ン

ダ
絵
画
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
特

別
展
を
開
催
。
こ
の
招
待
券
を

ペ
ア
加
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

そ
の
時
代
を
代
表
す
る
巨
匠

た
ち
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、
フ
ァ
ン
・

ダ
イ
ク
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
の
名
品
が
そ
ろ
っ
た
、

栄
光
の
時
代
の
美
の
精
華
に
ふ

れ
て
み
よ
う
。

画
開
催
期
間
／
７
月
Ⅳ
日
山
～

皿
月
ｎ
日
（
月
・
祝
）
９
時
半
～

ブレゼントメイト

缶７
０
７
８

８
５

７

５
８

８
０

鼠

＝

～〆

☆
神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館

収
蔵
作
品
展
Ⅱ

Ⅳ
時
ま
で
。
金
。
土
曜
は
姐
時

ま
で
。
毎
週
月
曜
日
休
館
（
休

日
の
場
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翌
日
）
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今
年
よ
り
始
っ
た
挿
絵
原
画

展
が
好
評
を
得
て
一
、
今
回
は

「
人
間
の
壁
」
（
石
川
達
三
著
）

の
第
２
回
目
を
紹
介
す
る
。

こ
の
作
品
展
の
招
待
チ
ケ
ッ

零
閣
帆
裡
》
三
Ｎ
弾
い

2２

二人の女性の間に生まれる、

温かな鉾

Ｌ

上

☆
大
Ｏ
ｈ
Ｉ
・
水
木
し
げ
る
展

誰
も
が
知
っ
て
い
る
「
ゲ
ゲ

ゲ
の
鬼
太
郎
」
の
作
者
・
水
木

し
げ
る
の
作
品
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
紹
介
す
る
展
覧
会
に
ペ
ア
２

組
を
ご
招
待
。
空
想
と
現
実
が

入
り
乱
れ
た
水
木
し
げ
る
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

ト
を
ペ
ア
５
組
に
方
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
挿
絵
と
小
説
の
ス
ト
ー

リ
ー
の
展
開
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。
圃
開
催
期
間
／
８
月
１
日
日
ま

で
。
開
館
ｎ
時
～
Ⅳ
時
。
毎
週

月
曜
日
休
館
。
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／
神
戸
市
東
灘
区
向
洋
町
中
５
．

函

②

鰯
☆
市
民
映
画
劇
場
ル
ネ
・
フ
エ

レ
監
督
の
「
夕
映
え
の
道
」

窓Ｅ■期１６■下

り大中日開さ
８丸無（月）催いミ休・期・
ユｏ１ｏ間

３
時／３

１ ジ１８
ア１９月

８ム時４
１Ｋ半日
２０ｏ㈹
lＢ会１

時酉

す
老
女
マ
ド
と
、
独
身
の
中
年

女
性
イ
ザ
ベ
ル
。
マ
ド
の
生
い

立
ち
に
耳
を
傾
け
る
う
ち
、
イ

ザ
ベ
ル
は
不
思
議
な
安
ら
ぎ
を

．
感
じ
る
よ
う
に
な
る
…
。

こ
の
映
画
の
招
待
券
を
ペ
ア

．
３
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
余
韻
の

一
残
る
静
か
な
感
動
を
ど
う
ぞ
。

》
■
７
月
姐
日
㈹
。
Ⅳ
日
出
①
ｕ
輔

卯
②
田
平
加
③
略
韓
船

》
④
廻
坤
卯
（
前
売
１
３
０
０
円
・

琴
当
日
１
５
０
０
円
）

Ⅲ麹
固
会
場
／
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

魂
（
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
）

ろっ
｝
碁
言
や
ヘ
ヘ
ョ
ョ
言
．
丙
◎
ず
の
‐
巴
協
・
８
日

く
ロ
で
プ
県
木
取
水
烏
。
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り
ｃ
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